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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）



伝統漁法で
海の資源を守る
富山湾

地域と世界のきずな22
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「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・ココシリ
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ものづくり大国として経済発展を
遂げてきた日本。近年、新興国の
台頭などで世界経済の構図が変
わりつつある中、日の丸を背負う
新たな“ジャパンブランド”を確立す
るための動きが加速している

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development



か  き

あ
り
、
こ
こ
に
日
本
の
強
み
が
隠
さ
れ

て
い
る
と
樋
口
さ
ん
は
言
う
。「
日
本
の

企
業
は
、
社
員
一
人
一
人
の
成
長
な
し

に
は
会
社
の
利
益
は
生
ま
れ
な
い
と
い

う
考
え
の
下
、
長
い
目
で
見
て
全
員
が

成
長
で
き
る
育
成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
顧
客
側
に
つ
い
て
も
、
一
部

の
人
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
層
の
人
た

ち
が
幸
せ
に
な
る
に
は
何
が
で
き
る
の

か
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
す
」。

　
こ
う
し
た
考
え
は
、
中
長
期
的
な
視

点
で
効
果
が
表
れ
る
た
め
、
一
見
す
る

と
メ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
り
に
く
い
。
そ
こ

で
、
そ
の
裏
に
あ
る
狙
い
や
意
図
を
見

え
や
す
く
す
る
こ
と
が
、〝
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
〞
と
銘
打
ち
、
コ
ン
セ
プ
ト
化

し
て
発
信
す
る
こ
と
の
最
大
の
意
義
だ
。

さ
ら
に
、
日
本
で
働
く
人
た
ち
に
と
っ

て
も
、
そ
れ
ま
で
は
当
た
り
前
と
捉
え

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
実
は
国

外
に
も
影
響
力
を
与
え
る
と
気
付
く
こ

と
で
、
よ
り
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
る
。

も
の
づ
く
り
産
業
と
と
も
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た
日
本
。

し
か
し
、
高
い
技
術
力
だ
け
で
な
く
、

日
本
社
会
で
培
わ
れ
て
き
た
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
、

実
は
世
界
各
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

世
界
に
誇
る
〝
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
〞
が
持
つ
可
能
性
と
は
―
。

日
本
●
学
ぶ

世
界
に
発
信
、

そ
し
て
途
上
国
の
発
展
に

し
た
状
況
が
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の

推
進
を
後
押
し
し
て
い
る
と
言
え
そ
う

だ
。

　
で
は
、
日
本
の
強
み
と
は
一
体
何
だ

ろ
う
か
。「
こ
れ
ま
で
は
自
動
車
や
電
化

製
品
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
メ
イ
ド

イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
、

も
の
づ
く
り
に
お
け
る
技
術
力
の
高
さ

や
正
確
性
で
し
た
が
、
昨
今
、
サ
ー
ビ

ス
に
も
目
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」

と
樋
口
さ
ん
。
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
や
飛

行
機
の
機
内
で
提
供
さ
れ
る
日
本
的
な

お
も
て
な
し
や
、
現
場
で
の
対
応
力
は
、

海
外
か
ら
も
研
究
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
単
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
動
く

だ
け
で
は
な
く
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
が

そ
の
場
そ
の
場
で
判
断
し
、
相
手
の
こ

と
を
考
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

実
は
こ
の
こ
と
は
、
海
外
の
人
か
ら
見

る
と
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
光
景
で

　
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
。
そ
う
聞
く
と
、

真
っ
先
に
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。

和
食
、
自
動
車
、
ア
ニ
メ
、
富
士
山―

。

日
本
人
の
誇
り
と
も
い
う
べ
き
も
の
は

数
多
く
存
在
す
る
が
、
今
、
そ
れ
ら
を

世
界
に
発
信
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
国

を
挙
げ
て
本
格
化
し
て
い
る
。
外
務
省

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
を
国

外
に
派
遣
し
、
日
本
の
伝
統
工
芸
や
お

酒
、
さ
ら
に
は
交
通
安
全
と
い
っ
た
日

本
の
魅
力
や
日
本
的
な
価
値
を
伝
え
る

「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
発
信
事
業
」
を
展
開
。

将
来
的
に
は
、
日
本
産
品
の
消
費
拡
大

や
訪
日
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
一
方
、

経
済
産
業
省
は
、
日
本
の
地
域
や
文
化

を
生
か
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
海
外

世
界
は
も
は
や

価
格
競
争
だ
け
で
は
な
い

〝
お
も
て
な
し
〞
に
見
る

日
本
な
ら
で
は
の
強
み

展
開
を
目
指
す
中
小
企
業
に
対
し
て
、

販
路
拡
大
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

支
援
す
る
事
業
を
昨
年
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　
な
ぜ
、
今
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に

対
す
る
意
識
が
日
本
国
内
で
高
ま
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
き
っ
か
け
の
一
つ

は
、
国
際
競
争
力
を
見
直
そ
う
と
い
う

動
き
だ
と
思
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
競
争
に
晒

さ
れ
て
い
る
中
、
価
格
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
が
持
つ
真
の
強
み
は
何
か
と
い
う

問
い
に
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

る
の
で
す
」。
国
内
外
に
お
い
て
商
品
開

発
や
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど

を
手
掛
け
る
、
株
式
会
社
電
通
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
長
の
樋
口
景
一
さ
ん
は
こ
う
説

明
す
る
。
確
か
に
、
中
国
や
イ
ン
ド
な

ど
の
新
興
国
は
、
世
界
経
済
に
お
け
る

存
在
感
を
急
激
に
増
し
て
い
て
、
こ
う
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日
本
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
今
、
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
60
年
の
歴
史

を
経
て
、
国
際
協
力
の
現
場
で
も
生
か

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
員
一
人
一

人
が
職
場
の
課
題
を
見
つ
け
、
改
善
策

を
考
え
る
「
カ
イ
ゼ
ン
」
は
、
会
社
と

社
員
の
成
長
を
重
視
す
る
、
ま
さ
に
日

本
の
強
み
を
生
か
し
た
仕
組
み
だ
。
大

規
模
な
機
材
や
設
備
を
導
入
せ
ず
と
も

生
産
性
の
向
上
を
図
れ
る
た
め
、
多
く

の
開
発
途
上
国
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
生
ま
れ
の
出
産
・
保

育
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
母
子
健
康

手
帳
」
も
、
妊
産
婦
や
乳
児
の
死
亡
率

が
高
い
途
上
国
で
利
用
が
広
が
っ
て
い

る
ほ
か
、
生
徒
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
日
本
の
算
数
と

理
科
の
教
科
書
は
、
中
南
米
地
域
の
国
々

で
も
参
考
に
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
多
く

の
人
々
の
利
益
の
追
求
を
前
提
と
す
る

日
本
的
な
考
え
は
、
途
上
国
開
発
の
視

点
か
ら
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
の
だ
。

　「
日
本
流
を
押
し
付
け
る
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
地
域
の
魅
力
や
人
々
の
生
活

を
尊
重
し
な
が
ら
適
用
し
て
い
け
る
こ

と
が
、
多
く
の
国
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
一
つ
の
取
り
組
み
に
、
日
本
社
会
の

中
で
培
わ
れ
て
き
た
〝
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
〞
が
あ
る
と
示
す
こ
と
が
、

今
後
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

確
立
を
目
指
す
上
で
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
」
と
樋
口
さ
ん
は
語
る
。

日
本
の
国
際
競
争
力
を
見
つ
め
直
す
だ

け
で
な
く
、
途
上
国
の
暮
ら
し
を
変
え

る
発
想
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
ジ

ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
。
こ
れ
か
ら
ど
こ
ま

で
広
が
り
を
見
せ
る
の
か
、
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

日本には、世界に誇るべき技術・ノウハウを持った中小企業
や自治体がたくさんある。それぞれが強みを生かして、世界
の国々の開発課題の解決に協力している。

世界有数の技術を誇る日本の水道。その技術を
各国と共有するため、東京都や横浜市の水道局
の協力で毎年、各国の水道専門家を招いた２カ
月間の研修が開催されている。これまでに48回、
90カ国近くからの参加があり、実際の機器を使っ
た実践的な研修内容が参加者に好評だ。水道の
建設や施設管理・運用など、日本の都市が人々に
水を届けるためのノウハウが、世界に広がる。

きれいな水を届ける技術、
世界90カ国へ
課題別研修　上水道施設技術総合（A）

東京都 世界

冬は氷雪に覆われる土地ながら、国内全体の農業生産の１割以上を担う日本の
食料庫、北海道。同じ寒冷地のモンゴルで、地中熱を活用して灯油ボイラーなし
の野菜栽培を目指す。現在は首都ウランバートル近郊で導入施設が稼働中だ
が、外気温マイナス40度でもビニールハウスの中はマイナス２度～プラス１度に
保たれており、野菜を輸入に頼っていたモンゴルの人々に期待されている。

寒冷地の農業、省エネで自給率向上
再生可能エネルギー（地中熱）省エネ施設園芸による野菜生産技術支援事業

北海道 モンゴル

1995年の阪神・淡路大震災以来、兵庫県は学校での防災教育に力を入
れている。2013年11月の台風ヨランダで大きな被害を受けたセブ島で
は、兵庫県が積み重ねてきた20年間の経験を、現地の学校教育に生かす
試みが始まっている。年間20回も上陸するといわれる台風の被害からフィ
リピンの人 を々守るために、学校が大きな役割を果たすことになりそうだ。

災害に備える力、教育から積み上げる
セブ島における地域との連携による防災教育の技術移転事業

兵庫県 フィリピン

別府や湯布院など、多くの温泉地を抱える九州は、地熱発電や熱利用でも世界
で指折りの技術と経験を誇る。そこで、地元の地熱開発コンサルタント企業の協
力の下、地熱分野の専門家が実際の経験に基づく講義を行っている。大分県で
は発電所から多目的利用の方法までを視察することができるのも強みだ。各国で
の再生可能エネルギーの推進を視野に入れた、長期的な協力を目指す。

温泉の国は地熱に強い。再生エネ推進で協力
地熱発電開発計画策定能力向上プロジェクト

九州 中南米

2004年のスマトラ沖地震では、地震と津波による大きな被害を受けたインドネシ
ア。中でもスラウェシ島は、近年、火山活動の活発化が進み、噴火時の減災が差
し迫った課題となっている。そこで、2004年と2007年の震災を経験した新潟市
の企業が協力し、FMラジオを活用した災害情報伝達を試験して高く評価された。
視覚障害者にも情報が伝わる新型ラジオの設計も始まっている。

災害情報はラジオで。被災経験を共有
緊急告知ラジオによる災害情報提供を活用した地域住民災害対応能力強化案件化調査

新潟県 インド
ネシア

医師のいない地域でも安心してお産を
タイにおける妊産婦管理及び糖尿病のためのICT遠隔医療支援プロジェクト

香川県 タイ

フィリピンのネグロス島は長年、砂糖に島の経済を依存してきた。この状況を変えるため、ビ
クトリアス市では有機農作物や自然環境などを生かしたアグリエコツーリズムに取り組んで
いる。かつて同じ課題を克服した沖縄県南城市からは、市役所や商工会、観光協会のほ
か、地元企業やNPOなどが協力して、農産物の生産・加工から観光資源化に至るまでの道
のりを支援している。

観光がつなぐ島の絆、農業を地域の目玉に
沖縄県南城市モデルを活用したビクトリアス市アグリビジネス／アグリエコツーリズム強化プロジェクト

沖縄県 フィリピン

日本三大巨桜の一つ「三春滝桜」で知られる福島県の三春町は、園芸植物の栽
培が盛んな土地でもある。東日本大震災直後に被災地を慰問したブータン国王
夫妻に贈られた「三春滝桜」の苗木をきっかけに、首都ティンプーの緑化を視野
に入れた観賞木の育苗・育成や花卉園芸・造園での技術協力が始まった。一本
の苗木から始まった絆を元に、現地と日本、両方で研修と人材交流が進む。

枝垂れ桜がつなぐ絆、幸せの国に花々を

花卉園芸・造園分野での人材育成による首都緑化計画支援

福島県 ブータン

地元ラジオ局での実証
実験。地元の人々に迅
速に情報を伝達できる

防災教育ゲームの例を
実践するフィリピン教育
省職員と特定非営利活
動法人SEEDS Asiaの
スタッフ

火山と温泉の国ならで
はの地熱発電。九州に
は世界をリードする技
術がある

心拍数モニターが使え
るようになれば、お産が
いっそう安全になる

農産品直売所を訪
問し、観光資源化の
ノウハウを共有する

育苗センターで学
ぶブータンからの
研修員

東京都水道局の研修施設
で、実際の設備を模したフィ
ールドを使って研修を受ける

地中熱を取り出す
パイプ。これで燃料
を節約できる

日本の力！

J a p a n  B r a n d

に

取材協力
株式会社電通 コミュニケーション・プランニング・センター長 樋口景一氏
国内で広告キャンペーンのディレクションや商品開発を行う一方、海外で
の事業開発案件を多数手掛けるなど広告領域を越えた活動をグローバル
に展開。カンヌ国際広告祭金賞など国内外の受賞多数。著書に『発想の
技術 アイデアを生むにはルールがある』（朝日新聞出版）など。

香川県では「かがわ医療情報ネットワーク（K－MIXプラス）」を構築し、町の診療
所が撮影したレントゲンやコンピューター断層撮影装置（CT）などの情報をインタ
ーネット経由で共有し、遠くからでも専門医が診断できるようにしている。これを応
用し、周産期医療ネットワークシステムとモバイル胎児心拍数検出装置（CTG）を
導入。産科医のいない地域病院で測定した胎児心拍数をチェンマイ大学の産科
医が観測し、安全なお産につなげる仕組みを試験運用中だ。
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か  き

あ
り
、
こ
こ
に
日
本
の
強
み
が
隠
さ
れ

て
い
る
と
樋
口
さ
ん
は
言
う
。「
日
本
の

企
業
は
、
社
員
一
人
一
人
の
成
長
な
し

に
は
会
社
の
利
益
は
生
ま
れ
な
い
と
い

う
考
え
の
下
、
長
い
目
で
見
て
全
員
が

成
長
で
き
る
育
成
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
顧
客
側
に
つ
い
て
も
、
一
部

の
人
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
層
の
人
た

ち
が
幸
せ
に
な
る
に
は
何
が
で
き
る
の

か
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
す
」。

　
こ
う
し
た
考
え
は
、
中
長
期
的
な
視

点
で
効
果
が
表
れ
る
た
め
、
一
見
す
る

と
メ
リ
ッ
ト
が
伝
わ
り
に
く
い
。
そ
こ

で
、
そ
の
裏
に
あ
る
狙
い
や
意
図
を
見

え
や
す
く
す
る
こ
と
が
、〝
ジ
ャ
パ
ン
ブ

ラ
ン
ド
〞
と
銘
打
ち
、
コ
ン
セ
プ
ト
化

し
て
発
信
す
る
こ
と
の
最
大
の
意
義
だ
。

さ
ら
に
、
日
本
で
働
く
人
た
ち
に
と
っ

て
も
、
そ
れ
ま
で
は
当
た
り
前
と
捉
え

て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、
実
は
国

外
に
も
影
響
力
を
与
え
る
と
気
付
く
こ

と
で
、
よ
り
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
こ
と

に
つ
な
が
る
。

も
の
づ
く
り
産
業
と
と
も
に
成
長
を
遂
げ
て
き
た
日
本
。

し
か
し
、
高
い
技
術
力
だ
け
で
な
く
、

日
本
社
会
で
培
わ
れ
て
き
た
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
も
、

実
は
世
界
各
国
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

世
界
に
誇
る
〝
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
〞
が
持
つ
可
能
性
と
は
―
。

日
本
●
学
ぶ

世
界
に
発
信
、

そ
し
て
途
上
国
の
発
展
に

し
た
状
況
が
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
の

推
進
を
後
押
し
し
て
い
る
と
言
え
そ
う

だ
。

　
で
は
、
日
本
の
強
み
と
は
一
体
何
だ

ろ
う
か
。「
こ
れ
ま
で
は
自
動
車
や
電
化

製
品
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
メ
イ
ド

イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
え
ば
、

も
の
づ
く
り
に
お
け
る
技
術
力
の
高
さ

や
正
確
性
で
し
た
が
、
昨
今
、
サ
ー
ビ

ス
に
も
目
が
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」

と
樋
口
さ
ん
。
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
や
飛

行
機
の
機
内
で
提
供
さ
れ
る
日
本
的
な

お
も
て
な
し
や
、
現
場
で
の
対
応
力
は
、

海
外
か
ら
も
研
究
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
単
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
動
く

だ
け
で
は
な
く
、
現
場
の
ス
タ
ッ
フ
が

そ
の
場
そ
の
場
で
判
断
し
、
相
手
の
こ

と
を
考
え
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

実
は
こ
の
こ
と
は
、
海
外
の
人
か
ら
見

る
と
目
か
ら
う
ろ
こ
が
落
ち
る
光
景
で

　
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
。
そ
う
聞
く
と
、

真
っ
先
に
何
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。

和
食
、
自
動
車
、
ア
ニ
メ
、
富
士
山―

。

日
本
人
の
誇
り
と
も
い
う
べ
き
も
の
は

数
多
く
存
在
す
る
が
、
今
、
そ
れ
ら
を

世
界
に
発
信
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
国

を
挙
げ
て
本
格
化
し
て
い
る
。
外
務
省

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
専
門
家
を
国

外
に
派
遣
し
、
日
本
の
伝
統
工
芸
や
お

酒
、
さ
ら
に
は
交
通
安
全
と
い
っ
た
日

本
の
魅
力
や
日
本
的
な
価
値
を
伝
え
る

「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
発
信
事
業
」
を
展
開
。

将
来
的
に
は
、
日
本
産
品
の
消
費
拡
大

や
訪
日
観
光
客
の
増
加
な
ど
に
つ
な
げ

る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
一
方
、

経
済
産
業
省
は
、
日
本
の
地
域
や
文
化

を
生
か
し
た
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
海
外

世
界
は
も
は
や

価
格
競
争
だ
け
で
は
な
い

〝
お
も
て
な
し
〞
に
見
る

日
本
な
ら
で
は
の
強
み

展
開
を
目
指
す
中
小
企
業
に
対
し
て
、

販
路
拡
大
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

支
援
す
る
事
業
を
昨
年
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　
な
ぜ
、
今
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
に

対
す
る
意
識
が
日
本
国
内
で
高
ま
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
き
っ
か
け
の
一
つ

は
、
国
際
競
争
力
を
見
直
そ
う
と
い
う

動
き
だ
と
思
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
み
、
世
界
レ
ベ
ル
で
の
競
争
に
晒

さ
れ
て
い
る
中
、
価
格
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
が
持
つ
真
の
強
み
は
何
か
と
い
う

問
い
に
向
き
合
う
必
要
に
迫
ら
れ
て
い

る
の
で
す
」。
国
内
外
に
お
い
て
商
品
開

発
や
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど

を
手
掛
け
る
、
株
式
会
社
電
通
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
セ

ン
タ
ー
長
の
樋
口
景
一
さ
ん
は
こ
う
説

明
す
る
。
確
か
に
、
中
国
や
イ
ン
ド
な

ど
の
新
興
国
は
、
世
界
経
済
に
お
け
る

存
在
感
を
急
激
に
増
し
て
い
て
、
こ
う

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

特
集

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド

　
日
本
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
今
、
政

府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
の
60
年
の
歴
史

を
経
て
、
国
際
協
力
の
現
場
で
も
生
か

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
社
員
一
人
一

人
が
職
場
の
課
題
を
見
つ
け
、
改
善
策

を
考
え
る
「
カ
イ
ゼ
ン
」
は
、
会
社
と

社
員
の
成
長
を
重
視
す
る
、
ま
さ
に
日

本
の
強
み
を
生
か
し
た
仕
組
み
だ
。
大

規
模
な
機
材
や
設
備
を
導
入
せ
ず
と
も

生
産
性
の
向
上
を
図
れ
る
た
め
、
多
く

の
開
発
途
上
国
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
生
ま
れ
の
出
産
・
保

育
支
援
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
母
子
健
康

手
帳
」
も
、
妊
産
婦
や
乳
児
の
死
亡
率

が
高
い
途
上
国
で
利
用
が
広
が
っ
て
い

る
ほ
か
、
生
徒
が
楽
し
み
な
が
ら
学
べ

る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
た
日
本
の
算
数
と

理
科
の
教
科
書
は
、
中
南
米
地
域
の
国
々

で
も
参
考
に
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
多
く

の
人
々
の
利
益
の
追
求
を
前
提
と
す
る

日
本
的
な
考
え
は
、
途
上
国
開
発
の
視

点
か
ら
も
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
の
だ
。

　「
日
本
流
を
押
し
付
け
る
わ
け
で
は
な

く
、
そ
の
地
域
の
魅
力
や
人
々
の
生
活

を
尊
重
し
な
が
ら
適
用
し
て
い
け
る
こ

と
が
、
多
く
の
国
か
ら
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一

つ
一
つ
の
取
り
組
み
に
、
日
本
社
会
の

中
で
培
わ
れ
て
き
た
〝
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
〞
が
あ
る
と
示
す
こ
と
が
、

今
後
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

確
立
を
目
指
す
上
で
重
要
に
な
っ
て
く

る
と
思
い
ま
す
」
と
樋
口
さ
ん
は
語
る
。

日
本
の
国
際
競
争
力
を
見
つ
め
直
す
だ

け
で
な
く
、
途
上
国
の
暮
ら
し
を
変
え

る
発
想
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
ジ

ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
。
こ
れ
か
ら
ど
こ
ま

で
広
が
り
を
見
せ
る
の
か
、
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。

日本には、世界に誇るべき技術・ノウハウを持った中小企業
や自治体がたくさんある。それぞれが強みを生かして、世界
の国々の開発課題の解決に協力している。

世界有数の技術を誇る日本の水道。その技術を
各国と共有するため、東京都や横浜市の水道局
の協力で毎年、各国の水道専門家を招いた２カ
月間の研修が開催されている。これまでに48回、
90カ国近くからの参加があり、実際の機器を使っ
た実践的な研修内容が参加者に好評だ。水道の
建設や施設管理・運用など、日本の都市が人々に
水を届けるためのノウハウが、世界に広がる。

きれいな水を届ける技術、
世界90カ国へ
課題別研修　上水道施設技術総合（A）

東京都 世界

冬は氷雪に覆われる土地ながら、国内全体の農業生産の１割以上を担う日本の
食料庫、北海道。同じ寒冷地のモンゴルで、地中熱を活用して灯油ボイラーなし
の野菜栽培を目指す。現在は首都ウランバートル近郊で導入施設が稼働中だ
が、外気温マイナス40度でもビニールハウスの中はマイナス２度～プラス１度に
保たれており、野菜を輸入に頼っていたモンゴルの人々に期待されている。

寒冷地の農業、省エネで自給率向上
再生可能エネルギー（地中熱）省エネ施設園芸による野菜生産技術支援事業

北海道 モンゴル

1995年の阪神・淡路大震災以来、兵庫県は学校での防災教育に力を入
れている。2013年11月の台風ヨランダで大きな被害を受けたセブ島で
は、兵庫県が積み重ねてきた20年間の経験を、現地の学校教育に生かす
試みが始まっている。年間20回も上陸するといわれる台風の被害からフィ
リピンの人 を々守るために、学校が大きな役割を果たすことになりそうだ。

災害に備える力、教育から積み上げる
セブ島における地域との連携による防災教育の技術移転事業

兵庫県 フィリピン

別府や湯布院など、多くの温泉地を抱える九州は、地熱発電や熱利用でも世界
で指折りの技術と経験を誇る。そこで、地元の地熱開発コンサルタント企業の協
力の下、地熱分野の専門家が実際の経験に基づく講義を行っている。大分県で
は発電所から多目的利用の方法までを視察することができるのも強みだ。各国で
の再生可能エネルギーの推進を視野に入れた、長期的な協力を目指す。

温泉の国は地熱に強い。再生エネ推進で協力
地熱発電開発計画策定能力向上プロジェクト

九州 中南米

2004年のスマトラ沖地震では、地震と津波による大きな被害を受けたインドネシ
ア。中でもスラウェシ島は、近年、火山活動の活発化が進み、噴火時の減災が差
し迫った課題となっている。そこで、2004年と2007年の震災を経験した新潟市
の企業が協力し、FMラジオを活用した災害情報伝達を試験して高く評価された。
視覚障害者にも情報が伝わる新型ラジオの設計も始まっている。

災害情報はラジオで。被災経験を共有
緊急告知ラジオによる災害情報提供を活用した地域住民災害対応能力強化案件化調査

新潟県 インド
ネシア

医師のいない地域でも安心してお産を
タイにおける妊産婦管理及び糖尿病のためのICT遠隔医療支援プロジェクト

香川県 タイ

フィリピンのネグロス島は長年、砂糖に島の経済を依存してきた。この状況を変えるため、ビ
クトリアス市では有機農作物や自然環境などを生かしたアグリエコツーリズムに取り組んで
いる。かつて同じ課題を克服した沖縄県南城市からは、市役所や商工会、観光協会のほ
か、地元企業やNPOなどが協力して、農産物の生産・加工から観光資源化に至るまでの道
のりを支援している。

観光がつなぐ島の絆、農業を地域の目玉に
沖縄県南城市モデルを活用したビクトリアス市アグリビジネス／アグリエコツーリズム強化プロジェクト

沖縄県 フィリピン

日本三大巨桜の一つ「三春滝桜」で知られる福島県の三春町は、園芸植物の栽
培が盛んな土地でもある。東日本大震災直後に被災地を慰問したブータン国王
夫妻に贈られた「三春滝桜」の苗木をきっかけに、首都ティンプーの緑化を視野
に入れた観賞木の育苗・育成や花卉園芸・造園での技術協力が始まった。一本
の苗木から始まった絆を元に、現地と日本、両方で研修と人材交流が進む。

枝垂れ桜がつなぐ絆、幸せの国に花々を

花卉園芸・造園分野での人材育成による首都緑化計画支援

福島県 ブータン

地元ラジオ局での実証
実験。地元の人々に迅
速に情報を伝達できる

防災教育ゲームの例を
実践するフィリピン教育
省職員と特定非営利活
動法人SEEDS Asiaの
スタッフ

火山と温泉の国ならで
はの地熱発電。九州に
は世界をリードする技
術がある

心拍数モニターが使え
るようになれば、お産が
いっそう安全になる

農産品直売所を訪
問し、観光資源化の
ノウハウを共有する

育苗センターで学
ぶブータンからの
研修員

東京都水道局の研修施設
で、実際の設備を模したフィ
ールドを使って研修を受ける

地中熱を取り出す
パイプ。これで燃料
を節約できる

日本の力！

J a p a n  B r a n d

に

取材協力
株式会社電通 コミュニケーション・プランニング・センター長 樋口景一氏
国内で広告キャンペーンのディレクションや商品開発を行う一方、海外で
の事業開発案件を多数手掛けるなど広告領域を越えた活動をグローバル
に展開。カンヌ国際広告祭金賞など国内外の受賞多数。著書に『発想の
技術 アイデアを生むにはルールがある』（朝日新聞出版）など。

香川県では「かがわ医療情報ネットワーク（K－MIXプラス）」を構築し、町の診療
所が撮影したレントゲンやコンピューター断層撮影装置（CT）などの情報をインタ
ーネット経由で共有し、遠くからでも専門医が診断できるようにしている。これを応
用し、周産期医療ネットワークシステムとモバイル胎児心拍数検出装置（CTG）を
導入。産科医のいない地域病院で測定した胎児心拍数をチェンマイ大学の産科
医が観測し、安全なお産につなげる仕組みを試験運用中だ。
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日
本
に
も
、
か
つ
て
妊
娠
や
出
産
で

多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
時
を
経
て
、
世
界
最
高
水

準
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
誇
る
ま
で

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
医
学
の
進
歩
は

も
と
よ
り
、
行
政
主
導
に
よ
る
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
、
そ
し
て
女

性
を
中
心
と
す
る
市
民
へ
の
啓
発
で
、

妊
娠
か
ら
産
後
ま
で
の
母
子
保
健
に
関

わ
る
意
識
が
向
上
し
た
こ
と
が
貢
献
し

て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
高
い
妊
産
婦
死
亡

率
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
国
の
一
つ
。
そ

こ
で
生
か
さ
れ
た
日
本
の
知
恵
が
「
母

子
手
帳
」
だ
。
J
I
C
A
は
１
９
９
８

年
か
ら
母
子
手
帳
の
利
用
を
通
じ
て
、

同
国
で
母
親
の
健
康
意
識
の
向
上
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
自

治
体
が
母
子
手
帳
を
導
入
す
る
と
、
記

録
機
能
や
母
親
に
と
っ
て
役
に
立
つ
情

報
源
と
し
て
の
有
効
性
が
認
識
さ
れ
、

母
子
保
健
の
強
化
に
一
役
買
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
母
子
手
帳
の
普

及
に
加
え
、
妊
婦
の
国
民
健
康
保
険
加

入
や
産
前
産
後
健
診
の
促
進
な
ど
、
日

本
が
培
っ
て
き
た
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
知
見
が
地
域
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と

聞
き
、
現
地
に
飛
ん
だ
。

　
７
月
16
日
、
バ
ギ
オ
の
「
妊
産
婦
集

会
」
は
、
滝
の
よ
う
な
雨
と
寒
さ
の
中

で
の
開
催
と
な
っ
た
。
バ
ギ
オ
は
、
首

都
マ
ニ
ラ
か
ら
高
速
道
路
で
約
６
時
間

の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
に
位
置
す
る
標
高
約

１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
地
域
だ
。

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
に
、ア
ブ
ラ
、ア
パ
ヤ
オ
、

カ
リ
ン
ガ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
プ
ロ
ビ
ン
ス
、

イ
フ
ガ
オ
、
バ
ギ
オ
市
を
合
わ
せ
た
計

６
州
・
１
都
市
は
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
雨
期
を
迎
え
た
山

の
上
は
、
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠

い
寒
さ
だ
。

　「
妊
産
婦
集
会
」
は
、
保
健
省
と
コ

約2,000人が集まった妊産婦集会。ベンゲット州の知事と話し合う高吉専門家（左手前）

母子手帳を利用するインドネシアの母親
（2007年）（撮影：今村健志朗）

ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
の
自
治
体
に
よ
る
共

催
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
に
は
妊
産
婦
の

健
診
や
国
民
健
康
保
険
加
入
の
啓
発
な

ど
を
行
う
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。

　「
こ
ん
な
悪
天
候
で
す
か
ら
、
当
日

の
朝
ま
で
、
決
行
す
る
か
否
か
判
断
を

迷
い
ま
し
た
」
と
、
こ
の
地
域
の
保
健

局
長
を
務
め
る
ア
メ
リ
タ
・
パ
ン
ギ
リ

ナ
ン
さ
ん
は
打
ち
明
け
る
。

　
し
か
し
、
不
安
を
よ
そ
に
、
昼
ま
で

に
は
、
お
よ
そ
２
０
０
０
人
が
集
ま
っ

た
。
大
き
な
お
な
か
を
抱
え
な
が
ら
、

サ
ン
ダ
ル
履
き
で
参
加
す
る
妊
婦
の
姿

も
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
寒
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
、
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
母
子
手

帳
を
片
手
に
楽
し
げ
に
ブ
ー
ス
を
回
っ

て
い
た
。
出
産
時
に
夫
が
立
ち
会
う
こ

と
が
珍
し
く
な
い
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域

で
は
、
母
子
手
帳
は
「Fam

ily H
eal-

th D
iary

」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
文
化
的
背
景
を
象
徴
す
る
よ
う

に
、
会
場
に
も
妻
に
同
行
す
る
夫
の
姿

が
目
立
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州

の
知
事
が
あ
い
さ
つ
を
始
め
た
。
そ
の

中
で
、
名
前
を
挙
げ
て
感
謝
の
意
を
伝

え
ら
れ
た
日
本
人
女
性
が
い
た
。
シ
ス

テ
ム
科
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
J
I
C
A
の
専

門
家
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
保
健
シ
ス
テ
ム

の
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
高
吉
筆
さ
ん

だ
。

　「
私
は
２
０
０
６
年
か
ら
５
年
間
、

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
の
へ
き
地
に
住
む
人
々

が
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
加
え
、

同
じ
時
期
に
他
の
州
で
実
施
さ
れ
て
い

た
、
妊
産
婦
と
乳
児
の
死
亡
率
低
下
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
を
上
げ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
教
訓
を
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
全

体
に
広
げ
る
た
め
に
協
力
し
て
ほ
し

い
、
と
保
健
局
か
ら
要
請
を
受
け
た
の

で
す
」
と
高
吉
専
門
家
は
振
り
返
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
保
健
省
は
、
２
０
１
０
年

に
国
家
保
健
政
策
を
公
布
し
て
以
来
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地

域
は
山
岳
地
で
、
先
住
民

が
人
口
の
７
割
を
占
め
て

お
り
、
貧
困
率
も
高
い
。

母
子
保
健
に
関
し
て
は
、

自
宅
で
出
産
す
る
女
性
が

多
く
、
病
院
や
保
健
所
な

ど
の
医
療
施
設
で
産
む

「
施
設
分
娩
率
」
は
55
パ

ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い

（
２
０
０
９
年
：
コ
ー
デ

ィ
レ
ラ
地
域
平
均
）。
こ

の
値
は
、
国
の
目
標
で
あ

る
90
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ

て
も
大
幅
に
低
く
、当
然
、

分
娩
時
に
緊
急
事
態
が
発

生
し
て
も
適
切
な
処
置
が

で
き
な
い
た
め
、
妊
婦
が

亡
く
な
る
例
も
少
な
く
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
J
I
C
A
は
２
０

１
２
年
、
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ

地
域
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

　
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。
ま

ず
、
山
あ
い
の
地
域
で
も
医
療
施
設
で

安
全
に
出
産
で
き
る
よ
う
、
特
に
町
や

村
レ
ベ
ル
で
、
既
存
あ
る
い
は
新
設
の

保
健
所
・
助
産
所
を
整
備
す
る
こ
と
。

次
に
、「
妊
婦
皆
保
険
」
の
目
標
の
下
、

妊
婦
の
国
民
健
康
保
険
加
入
を
進
め
、

医
療
費
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
施
設
で

分
娩
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し

て
３
つ
目
は
、出
産
の
時
だ
け
で
な
く
、

産
前
・
産
後
も
施
設
で
健
診
を
受
け
る

習
慣
を
広
め
る
こ
と
だ
。

　
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
日
本
の
教
訓
を
生

か
し
た
取
り
組
み
だ
。
日
本
は
、
か
つ

て
離
島
を
含
む
へ
き
地
に
医
療
施
設
を

整
備
し
、
市
町
村
で
も
職
員
が
自
ら
の

足
で
住
民
の
健
康
保
険
加
入
促
進
に
奔

走
し
た
こ
と
な
ど
が
貢
献
し
て
「
国
民

皆
保
険
」
を
達
成
し
た
。
加
え
て
、
母

子
手
帳
を
中
心
に
据
え
た
啓
発
は
、
母

親
の
意
識
向
上
に
役
立
ち
、
施
設
分
娩

や
健
診
受
診
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
整
備
さ
れ
た

施
設
が
保
健
省
の
認
証
と
国
の
保
険
公

社
の
認
定
を
取
得
す
る
こ
と
も
支
援
し

て
い
る
。「
必
要
な
機
材
を
設
置
し
、

所
定
の
研
修
を
受
け
た
医
師
や
看
護

師
、
助
産
師
を
配
置
し
た
施
設
は
、〝
母

子
保
健
サ
ー
ビ
ス
や
新
生
児
ケ
ア
を
提

供
で
き
る
施
設
〞
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
施
設
も
１
回
の
分

娩
に
つ
き
、
８
０
０
０
ペ
ソ
（
約
２
万

円
）
の
診
療
報
酬
を
国
の
保
険
公
社
か

ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
高
吉
専
門
家
は
説

明
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
コ
ー
デ

ィ
レ
ラ
地
域
全
域
で
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
当
初
、
同
地
域
で
は
、
保
健

省
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
施
設
は
無

か
っ
た
が
、
今
年
１
月
ま
で
に
病
院
28

カ
所
、
町
の
保
健
所
48
カ
所
、
村
の
助

産
所
89
カ
所
の
計
１
６
５
カ
所
が
認
証

施
設
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
保
険
加
入

者
の
増
加
と
相
ま
っ
て
施
設
で
の
分
娩

も
増
え
て
い
る
。
中
で
も
、
ア
ブ
ラ
州

で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
２
年

で
、
施
設
分
娩
率
が
73
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
95
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
向
上
。
そ
の
傾

向
を
見
る
と
、
特
に
町
の
保
健
所
で
の

お
産
が
増
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
住
民

の
生
活
の
場
に
よ
り
近
い
小
規
模
の
施

設
が
、
安
全
に
お
産
が
で
き
る
場
所
と

し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
実
際
に
、
ア
ブ
ラ
州
の
ラ
ガ
ン
ギ
ー

ラ
ン
と
い
う
町
の
保
健
所
を
訪
ね
た
。

平
屋
の
簡
素
な
建
物
の
中
に
は
、
産
前

産
後
の
健
診
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
や
、
各

月
の
お
産
の
件
数
を
記
録
し
た
紙
な
ど

が
貼
ら
れ
て
い
る
。
運
営
は
、
医
師
１

人
、
看
護
師
１
人
、
助
産
師
５
人
の
計

７
人
体
制
だ
。

　「
こ
こ
で
は
、
上
履
き
に
履
き
替
え

て
く
だ
さ
い
」。
そ
う
言
わ
れ
て
通
さ

れ
た
分
娩
室
は
清
潔
に
保
た
れ
、
部
屋

の
中
央
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
供
与
さ

れ
た
新
し
い
分
娩
台
が
据
え
ら
れ
て
い

た
。

　
健
診
に
来
て
い
た
マ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー

ン
さ
ん
は
、「
定
期
的
に
健
診
に
来
て

い
ま
す
。
義
理
の
姉
も
こ
こ
で
赤
ち
ゃ

ん
を
産
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
も
こ
こ

で
産
も
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。
７
カ
月
目
に
入
っ
た
お
な

か
は
も
う
だ
い
ぶ
大
き
い
。
そ
の
姿
を

横
で
見
守
る
女
性
が
い
る
。「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
チ
ー
ム
（
C
H

T
）」
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
C
H
T

に
登
録
し
、
妊
産
婦
へ
の
啓
発
活
動
な

ど
を
行
う
仕
組
み
が
あ
る
。「
村
で
は

皆
、
顔
見
知
り
で
す
か
ら
、
直
接
家
を

訪
ね
て
健
診
を
促
し
た
り
、
医
療
施
設

ま
で
一
緒
に
行
っ
た
り
し
ま
す
」。
通

常
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、
分

娩
の
診
療
報
酬
の
一
部
を
C
H
T
へ
の

謝
礼
に
充
て
る
こ
と
で
活
動
の
持
続
性

を
確
保
す
る
施
設
も

あ
る
と
い
う
。

　
冠
水
し
始
め
た
山

道
を
車
で
さ
ら
に
40

分
ほ
ど
走
り
、
村
の

助
産
所
を
訪
ね
た
。

医
師
は
常
駐
し
て
い

な
い
も
の
の
、
看
護

師
と
助
産
師
が
お
り
、

家
庭
か
ら
の
緊
急
の

電
話
は
24
時
間
つ
な

が
る
態
勢
だ
。
川
が

氾
濫
す
れ
ば
孤
立
し

か
ね
な
い
付
近
の
村

に
と
っ
て
、
こ
の
小

さ
な
助
産
所
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。

　「
こ
こ
で
は
安
全
に

出
産
で
き
る
環
境
が

母
と
子
の
命
を
守
る

日
本
の
知
恵

山
の
妊
婦
が

一
堂
に
会
す
る
日

自
宅
出
産
か
ら

施
設
で
の
出
産
へ

身
近
な
医
療
施
設
で

産
め
る
安
心

特集 ジャパンブランド
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整
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
高
度
な
処
置

が
必
要
な
場
合
に
備
え
、
救
急
車
の
手

配
や
患
者
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
近
隣
の
保

健
所
や
総
合
病
院
と
合
意
を
結
ん
で
い

る
ん
で
す
」と
保
健
師
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ジ
ャ
プ
ソ
ン
さ
ん
は
説
明
す
る
。
自
治

体
間
の
連
携
は
、
限
ら
れ
た
予
算
で
重

複
を
避
け
な
が
ら
効
率
良
く
保
健
シ
ス

テ
ム
を
強
化
す
る
上
で
必
須
だ
。

　
ま
た
、
訪
れ
る
妊
婦
の
保
険
加
入
状

況
の
確
認
は
、
小
さ
な
助
産
所
で
も
必

ず
行
わ
れ
て
い
る
。
実
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
以
前
は
妊
産
婦
の
保
険
加

入
率
を
確
認
す
る
仕
組
み
が
無
く
、
誰

も
現
状
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
保
健
所
が
管
理
す
る
妊
産
婦

台
帳
に
保
険
加
入
状
況
を
記
入
す
る
欄

を
設
け
、
助
産
師
や
C
H
T
な
ど
に
よ

る
加
入
勧
奨
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、「
妊

婦
皆
保
険
」
の
達
成
が
目
指
さ
れ
て
い

る
。

　
高
吉
専
門
家
は
、「
私
た
ち
は
、
デ

ー
タ
の
集
め
方
や
計
算
法
を
見
直
し
、

正
確
な
施
設
分
娩
率
や
産
前
産
後
健

診
の
受
診
率
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
重
点
地
域
や

改
善
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
地
域
の

人
々
と
も
目
標
を
共
有
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
」
と
日
本
の
協
力
の
強
み
で
あ

る
正
確
性
を
強
調
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
現
地
に
根
を
下
ろ
し
た
日

本
の
知
恵
は
、
や
が
て
新
し
い
命
の
誕

生
を
見
守
る
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
だ

ろ
う
。

助産所で使っていた古い分娩台（下）とプ
ロジェクトで供与された新しい分娩台（上）

施設分娩率算出用の様式。プロジ
ェクトが終了しても計算が続けられ
るよう、簡易版（右）も併用している

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

日本の母子保健の知恵を世界へ
妊娠すれば母子手帳を受け取り、
出産時には清潔で設備の整った近くの病院に入院する。
そんな日本の「当たり前」の裏にある母子保健の知恵が、
開発途上国の妊娠と出産を安全・安心なものへと導いている。

助産所に訪れる妊婦に竹の貯金箱を渡し、生まれてくる子のために貯金するよう勧めている。助産所
が独自に始めた取り組みだ

この地域では体重計を持たない家庭も多
く、妊産婦集会で体重を記録してもらう

３つの村の連携で運営されている自治体間連携病院。より高度な設備を持ち、保
健所や助産所から搬送される患者の診療も行う

川が氾濫し、車など車両での移動が困難になると、村の妊婦はこの橋をハンモック
に担がれながら渡り、助産所にやってくる

た
か
よ
し
ふ
で

コーディレラ地域
ベンゲット州

妊産婦集会で母子手帳をもら
った妊婦。自治体のスタッフから
使い方の説明を受けた

ぶ
ん
べ
ん
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日
本
に
も
、
か
つ
て
妊
娠
や
出
産
で

多
く
の
命
が
失
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ

た
。
そ
れ
が
時
を
経
て
、
世
界
最
高
水

準
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
誇
る
ま
で

に
な
っ
た
背
景
に
は
、
医
学
の
進
歩
は

も
と
よ
り
、
行
政
主
導
に
よ
る
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
、
そ
し
て
女

性
を
中
心
と
す
る
市
民
へ
の
啓
発
で
、

妊
娠
か
ら
産
後
ま
で
の
母
子
保
健
に
関

わ
る
意
識
が
向
上
し
た
こ
と
が
貢
献
し

て
い
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
も
高
い
妊
産
婦
死
亡

率
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
国
の
一
つ
。
そ

こ
で
生
か
さ
れ
た
日
本
の
知
恵
が
「
母

子
手
帳
」
だ
。
J
I
C
A
は
１
９
９
８

年
か
ら
母
子
手
帳
の
利
用
を
通
じ
て
、

同
国
で
母
親
の
健
康
意
識
の
向
上
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。
自

治
体
が
母
子
手
帳
を
導
入
す
る
と
、
記

録
機
能
や
母
親
に
と
っ
て
役
に
立
つ
情

報
源
と
し
て
の
有
効
性
が
認
識
さ
れ
、

母
子
保
健
の
強
化
に
一
役
買
っ
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
母
子
手
帳
の
普

及
に
加
え
、
妊
婦
の
国
民
健
康
保
険
加

入
や
産
前
産
後
健
診
の
促
進
な
ど
、
日

本
が
培
っ
て
き
た
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

の
知
見
が
地
域
で
生
か
さ
れ
て
い
る
と

聞
き
、
現
地
に
飛
ん
だ
。

　
７
月
16
日
、
バ
ギ
オ
の
「
妊
産
婦
集

会
」
は
、
滝
の
よ
う
な
雨
と
寒
さ
の
中

で
の
開
催
と
な
っ
た
。
バ
ギ
オ
は
、
首

都
マ
ニ
ラ
か
ら
高
速
道
路
で
約
６
時
間

の
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
に
位
置
す
る
標
高
約

１
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
地
域
だ
。

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
に
、ア
ブ
ラ
、ア
パ
ヤ
オ
、

カ
リ
ン
ガ
、
マ
ウ
ン
テ
ン
プ
ロ
ビ
ン
ス
、

イ
フ
ガ
オ
、
バ
ギ
オ
市
を
合
わ
せ
た
計

６
州
・
１
都
市
は
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
雨
期
を
迎
え
た
山

の
上
は
、
南
国
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
程
遠

い
寒
さ
だ
。

　「
妊
産
婦
集
会
」
は
、
保
健
省
と
コ

約2,000人が集まった妊産婦集会。ベンゲット州の知事と話し合う高吉専門家（左手前）

母子手帳を利用するインドネシアの母親
（2007年）（撮影：今村健志朗）

ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
の
自
治
体
に
よ
る
共

催
イ
ベ
ン
ト
で
、
会
場
に
は
妊
産
婦
の

健
診
や
国
民
健
康
保
険
加
入
の
啓
発
な

ど
を
行
う
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。

　「
こ
ん
な
悪
天
候
で
す
か
ら
、
当
日

の
朝
ま
で
、
決
行
す
る
か
否
か
判
断
を

迷
い
ま
し
た
」
と
、
こ
の
地
域
の
保
健

局
長
を
務
め
る
ア
メ
リ
タ
・
パ
ン
ギ
リ

ナ
ン
さ
ん
は
打
ち
明
け
る
。

　
し
か
し
、
不
安
を
よ
そ
に
、
昼
ま
で

に
は
、
お
よ
そ
２
０
０
０
人
が
集
ま
っ

た
。
大
き
な
お
な
か
を
抱
え
な
が
ら
、

サ
ン
ダ
ル
履
き
で
参
加
す
る
妊
婦
の
姿

も
あ
る
。
彼
女
た
ち
は
寒
さ
を
も
の
と

も
せ
ず
、
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
母
子
手

帳
を
片
手
に
楽
し
げ
に
ブ
ー
ス
を
回
っ

て
い
た
。
出
産
時
に
夫
が
立
ち
会
う
こ

と
が
珍
し
く
な
い
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域

で
は
、
母
子
手
帳
は
「Fam

ily H
eal-

th D
iary

」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
文
化
的
背
景
を
象
徴
す
る
よ
う

に
、
会
場
に
も
妻
に
同
行
す
る
夫
の
姿

が
目
立
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州

の
知
事
が
あ
い
さ
つ
を
始
め
た
。
そ
の

中
で
、
名
前
を
挙
げ
て
感
謝
の
意
を
伝

え
ら
れ
た
日
本
人
女
性
が
い
た
。
シ
ス

テ
ム
科
学
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
で
、
J
I
C
A
の
専

門
家
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
母
子
保

健
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
の
保
健
シ
ス
テ
ム

の
向
上
に
寄
与
し
て
き
た
高
吉
筆
さ
ん

だ
。

　「
私
は
２
０
０
６
年
か
ら
５
年
間
、

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
州
の
へ
き
地
に
住
む
人
々

が
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
り
ま
し
た
。こ
れ
に
加
え
、

同
じ
時
期
に
他
の
州
で
実
施
さ
れ
て
い

た
、
妊
産
婦
と
乳
児
の
死
亡
率
低
下
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
果
を
上
げ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
二
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
教
訓
を
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
全

体
に
広
げ
る
た
め
に
協
力
し
て
ほ
し

い
、
と
保
健
局
か
ら
要
請
を
受
け
た
の

で
す
」
と
高
吉
専
門
家
は
振
り
返
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
保
健
省
は
、
２
０
１
０
年

に
国
家
保
健
政
策
を
公
布
し
て
以
来
、

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地

域
は
山
岳
地
で
、
先
住
民

が
人
口
の
７
割
を
占
め
て

お
り
、
貧
困
率
も
高
い
。

母
子
保
健
に
関
し
て
は
、

自
宅
で
出
産
す
る
女
性
が

多
く
、
病
院
や
保
健
所
な

ど
の
医
療
施
設
で
産
む

「
施
設
分
娩
率
」
は
55
パ

ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な
い

（
２
０
０
９
年
：
コ
ー
デ

ィ
レ
ラ
地
域
平
均
）。
こ

の
値
は
、
国
の
目
標
で
あ

る
90
パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ

て
も
大
幅
に
低
く
、当
然
、

分
娩
時
に
緊
急
事
態
が
発

生
し
て
も
適
切
な
処
置
が

で
き
な
い
た
め
、
妊
婦
が

亡
く
な
る
例
も
少
な
く
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
J
I
C
A
は
２
０

１
２
年
、
コ
ー
デ
ィ
レ
ラ

地
域
の
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
た
。

　
取
り
組
み
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
。
ま

ず
、
山
あ
い
の
地
域
で
も
医
療
施
設
で

安
全
に
出
産
で
き
る
よ
う
、
特
に
町
や

村
レ
ベ
ル
で
、
既
存
あ
る
い
は
新
設
の

保
健
所
・
助
産
所
を
整
備
す
る
こ
と
。

次
に
、「
妊
婦
皆
保
険
」
の
目
標
の
下
、

妊
婦
の
国
民
健
康
保
険
加
入
を
進
め
、

医
療
費
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
施
設
で

分
娩
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
し

て
３
つ
目
は
、出
産
の
時
だ
け
で
な
く
、

産
前
・
産
後
も
施
設
で
健
診
を
受
け
る

習
慣
を
広
め
る
こ
と
だ
。

　
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
日
本
の
教
訓
を
生

か
し
た
取
り
組
み
だ
。
日
本
は
、
か
つ

て
離
島
を
含
む
へ
き
地
に
医
療
施
設
を

整
備
し
、
市
町
村
で
も
職
員
が
自
ら
の

足
で
住
民
の
健
康
保
険
加
入
促
進
に
奔

走
し
た
こ
と
な
ど
が
貢
献
し
て
「
国
民

皆
保
険
」
を
達
成
し
た
。
加
え
て
、
母

子
手
帳
を
中
心
に
据
え
た
啓
発
は
、
母

親
の
意
識
向
上
に
役
立
ち
、
施
設
分
娩

や
健
診
受
診
者
の
増
加
に
つ
な
が
っ

た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
整
備
さ
れ
た

施
設
が
保
健
省
の
認
証
と
国
の
保
険
公

社
の
認
定
を
取
得
す
る
こ
と
も
支
援
し

て
い
る
。「
必
要
な
機
材
を
設
置
し
、

所
定
の
研
修
を
受
け
た
医
師
や
看
護

師
、
助
産
師
を
配
置
し
た
施
設
は
、〝
母

子
保
健
サ
ー
ビ
ス
や
新
生
児
ケ
ア
を
提

供
で
き
る
施
設
〞
と
し
て
認
め
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
施
設
も
１
回
の
分

娩
に
つ
き
、
８
０
０
０
ペ
ソ
（
約
２
万

円
）
の
診
療
報
酬
を
国
の
保
険
公
社
か

ら
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
」
と
高
吉
専
門
家
は
説

明
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
コ
ー
デ

ィ
レ
ラ
地
域
全
域
で
大
き
な
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
２
０
１
２
年
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
当
初
、
同
地
域
で
は
、
保
健

省
の
認
証
を
取
得
し
て
い
る
施
設
は
無

か
っ
た
が
、
今
年
１
月
ま
で
に
病
院
28

カ
所
、
町
の
保
健
所
48
カ
所
、
村
の
助

産
所
89
カ
所
の
計
１
６
５
カ
所
が
認
証

施
設
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
保
険
加
入

者
の
増
加
と
相
ま
っ
て
施
設
で
の
分
娩

も
増
え
て
い
る
。
中
で
も
、
ア
ブ
ラ
州

で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
２
年

で
、
施
設
分
娩
率
が
73
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
95
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
向
上
。
そ
の
傾

向
を
見
る
と
、
特
に
町
の
保
健
所
で
の

お
産
が
増
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
住
民

の
生
活
の
場
に
よ
り
近
い
小
規
模
の
施

設
が
、
安
全
に
お
産
が
で
き
る
場
所
と

し
て
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
実
際
に
、
ア
ブ
ラ
州
の
ラ
ガ
ン
ギ
ー

ラ
ン
と
い
う
町
の
保
健
所
を
訪
ね
た
。

平
屋
の
簡
素
な
建
物
の
中
に
は
、
産
前

産
後
の
健
診
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
や
、
各

月
の
お
産
の
件
数
を
記
録
し
た
紙
な
ど

が
貼
ら
れ
て
い
る
。
運
営
は
、
医
師
１

人
、
看
護
師
１
人
、
助
産
師
５
人
の
計

７
人
体
制
だ
。

　「
こ
こ
で
は
、
上
履
き
に
履
き
替
え

て
く
だ
さ
い
」。
そ
う
言
わ
れ
て
通
さ

れ
た
分
娩
室
は
清
潔
に
保
た
れ
、
部
屋

の
中
央
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
供
与
さ

れ
た
新
し
い
分
娩
台
が
据
え
ら
れ
て
い

た
。

　
健
診
に
来
て
い
た
マ
リ
ー
・
ジ
ェ
ー

ン
さ
ん
は
、「
定
期
的
に
健
診
に
来
て

い
ま
す
。
義
理
の
姉
も
こ
こ
で
赤
ち
ゃ

ん
を
産
み
ま
し
た
。
そ
れ
で
私
も
こ
こ

で
産
も
う
と
思
っ
た
ん
で
す
」
と
話
し

て
く
れ
た
。
７
カ
月
目
に
入
っ
た
お
な

か
は
も
う
だ
い
ぶ
大
き
い
。
そ
の
姿
を

横
で
見
守
る
女
性
が
い
る
。「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
・
ヘ
ル
ス
・
チ
ー
ム
（
C
H

T
）」
の
メ
ン
バ
ー
だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
C
H
T

に
登
録
し
、
妊
産
婦
へ
の
啓
発
活
動
な

ど
を
行
う
仕
組
み
が
あ
る
。「
村
で
は

皆
、
顔
見
知
り
で
す
か
ら
、
直
接
家
を

訪
ね
て
健
診
を
促
し
た
り
、
医
療
施
設

ま
で
一
緒
に
行
っ
た
り
し
ま
す
」。
通

常
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
が
、
分

娩
の
診
療
報
酬
の
一
部
を
C
H
T
へ
の

謝
礼
に
充
て
る
こ
と
で
活
動
の
持
続
性

を
確
保
す
る
施
設
も

あ
る
と
い
う
。

　
冠
水
し
始
め
た
山

道
を
車
で
さ
ら
に
40

分
ほ
ど
走
り
、
村
の

助
産
所
を
訪
ね
た
。

医
師
は
常
駐
し
て
い

な
い
も
の
の
、
看
護

師
と
助
産
師
が
お
り
、

家
庭
か
ら
の
緊
急
の

電
話
は
24
時
間
つ
な

が
る
態
勢
だ
。
川
が

氾
濫
す
れ
ば
孤
立
し

か
ね
な
い
付
近
の
村

に
と
っ
て
、
こ
の
小

さ
な
助
産
所
が
果
た

す
役
割
は
大
き
い
。

　「
こ
こ
で
は
安
全
に

出
産
で
き
る
環
境
が

母
と
子
の
命
を
守
る

日
本
の
知
恵

山
の
妊
婦
が

一
堂
に
会
す
る
日

自
宅
出
産
か
ら

施
設
で
の
出
産
へ

身
近
な
医
療
施
設
で

産
め
る
安
心

特集 ジャパンブランド
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整
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
高
度
な
処
置

が
必
要
な
場
合
に
備
え
、
救
急
車
の
手

配
や
患
者
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
近
隣
の
保

健
所
や
総
合
病
院
と
合
意
を
結
ん
で
い

る
ん
で
す
」と
保
健
師
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

ジ
ャ
プ
ソ
ン
さ
ん
は
説
明
す
る
。
自
治

体
間
の
連
携
は
、
限
ら
れ
た
予
算
で
重

複
を
避
け
な
が
ら
効
率
良
く
保
健
シ
ス

テ
ム
を
強
化
す
る
上
で
必
須
だ
。

　
ま
た
、
訪
れ
る
妊
婦
の
保
険
加
入
状

況
の
確
認
は
、
小
さ
な
助
産
所
で
も
必

ず
行
わ
れ
て
い
る
。
実
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
開
始
以
前
は
妊
産
婦
の
保
険
加

入
率
を
確
認
す
る
仕
組
み
が
無
く
、
誰

も
現
状
を
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
保
健
所
が
管
理
す
る
妊
産
婦

台
帳
に
保
険
加
入
状
況
を
記
入
す
る
欄

を
設
け
、
助
産
師
や
C
H
T
な
ど
に
よ

る
加
入
勧
奨
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、「
妊

婦
皆
保
険
」
の
達
成
が
目
指
さ
れ
て
い

る
。

　
高
吉
専
門
家
は
、「
私
た
ち
は
、
デ

ー
タ
の
集
め
方
や
計
算
法
を
見
直
し
、

正
確
な
施
設
分
娩
率
や
産
前
産
後
健

診
の
受
診
率
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
重
点
地
域
や

改
善
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て
地
域
の

人
々
と
も
目
標
を
共
有
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
」
と
日
本
の
協
力
の
強
み
で
あ

る
正
確
性
を
強
調
す
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
じ
て
現
地
に
根
を
下
ろ
し
た
日

本
の
知
恵
は
、
や
が
て
新
し
い
命
の
誕

生
を
見
守
る
大
き
な
花
を
咲
か
せ
る
だ

ろ
う
。

助産所で使っていた古い分娩台（下）とプ
ロジェクトで供与された新しい分娩台（上）

施設分娩率算出用の様式。プロジ
ェクトが終了しても計算が続けられ
るよう、簡易版（右）も併用している

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

日本の母子保健の知恵を世界へ
妊娠すれば母子手帳を受け取り、
出産時には清潔で設備の整った近くの病院に入院する。
そんな日本の「当たり前」の裏にある母子保健の知恵が、
開発途上国の妊娠と出産を安全・安心なものへと導いている。

助産所に訪れる妊婦に竹の貯金箱を渡し、生まれてくる子のために貯金するよう勧めている。助産所
が独自に始めた取り組みだ

この地域では体重計を持たない家庭も多
く、妊産婦集会で体重を記録してもらう

３つの村の連携で運営されている自治体間連携病院。より高度な設備を持ち、保
健所や助産所から搬送される患者の診療も行う

川が氾濫し、車など車両での移動が困難になると、村の妊婦はこの橋をハンモック
に担がれながら渡り、助産所にやってくる

た
か
よ
し
ふ
で

コーディレラ地域
ベンゲット州

妊産婦集会で母子手帳をもら
った妊婦。自治体のスタッフから
使い方の説明を受けた

ぶ
ん
べ
ん
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　　「
部
品
に
傷
が
付
い
て
い
な
い
か
、

最
後
は
必
ず
人
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
」

　
箱
の
中
に
び
っ
し
り
と
詰
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
厚
さ
数
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小

さ
な
部
品
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
、
従
業

員
が
顕
微
鏡
を
使
っ
て
念
入
り
に
検
査

し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
自
動
車
部
品
な

ど
の
表
面
加
工
処
理
を
行
う
愛
知
県
内

の
メ
ー
カ
ー
企
業
、
株
式
会
社
サ
ー
テ

ッ
ク
カ
リ
ヤ
の
工
場
だ
。
同
社
の
強
み

は
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
で
あ
り
、
そ

の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
に
、

今
年
７
月
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
７
人
の
研

修
員
が
訪
れ
た
。

　「
私
た
ち
は
、
品
質
管
理
の
活
動
を

行
う
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
を
部
署
ご
と
に
設

け
、
社
員
が
自
ら
職
場
の
課
題
を
見
つ

け
、
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

説
明
し
て
い
る
の
は
、
研
修
の
講
師
を

務
め
る
原
英
樹
さ
ん
だ
。
工
場
で
は
、

作
業
工
程
や
安
全
対
策
を
作
業
場
ご
と

に
掲
示
し
た
り
、
部
品
の
箱
ご
と
に
番

号
タ
グ
を
付
け
て
管
理
し
た
り
、
社
員

の
発
案
か
ら
生
ま
れ
た
手
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
１
時
間
か
け
て
工
場

内
を
見
学
し
た
研
修
員
か
ら
は
、「
ど

れ
も
シ
ン
プ
ル
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
」「
母
国
で
も
品
質
管
理

の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
た
。

　
現
場
で
働
く
人
た
ち
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
作
業
効
率
の
向
上
や
安
全
性
の

確
保
と
い
っ
た
業
務
の
見
直
し
を
図
る

「
カ
イ
ゼ
ン
」。
日
本
発
の
こ
の
ア
イ
デ

ア
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
生
産

現
場
か
ら
支
え
、
今
で
は
多
く
の
開
発

途
上
国
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
実
際
に
日
本
の
企
業
を
訪
問

プロジェクトの健闘をたたえ合い、握手を交わす日本生産性本部
の宮井仁之助理事長（当時）とシンガポールの担当者

研修が行われた企業では、作業工程や注意事項が
一目で分かるように掲示されている

し
て
カ
イ
ゼ
ン
を
学
ぶ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研

修
コ
ー
ス
は
、
途
上
国
の
人
た
ち
か
ら

高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。
ま
さ
に
、

世
界
に
誇
る
日
本
の
知
恵
と
し
て
、
そ

の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

カ
イ
ゼ
ン
だ
が
、
そ
の
道
の
り
は
決
し

て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
時
は
さ
か
の
ぼ
り
１
９
８
３
年
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
ク
ア
ン
・
ユ
ー

首
相
（
当
時
）
が
カ
イ
ゼ
ン
運
動
の
話

を
聞
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
本

の
支
援
の
下
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
生
産

性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
ま
っ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
、
人
材
育
成
と
い

う
ソ
フ
ト
面
に
特
化
し
た
初
の
生
産
性

向
上
分
野
の
支
援
で
あ
り
、
カ
イ
ゼ
ン

が
世
界
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
原
点
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
か
ら
す
ん
な

り
と
現
地
の
人
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
合
理
性
や
結
果
を

重
視
す
る
ア
メ
リ
カ
式
の
生
産
管
理
が

教
え
ら
れ
て
き
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
、
す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
が
表
れ

な
い
日
本
式
の
考
え
方
は
な
か
な
か
理

解
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、
日

本
人
専
門
家
た
ち
は
、〝
教

育
〞
で
な
く
〝
訓
練
〞
を

重
視
し
、
工
具
の
整
理
や

在
庫
の
管
理
と
い
っ
た
小

さ
な
積
み
重
ね
の
大
切
さ

を
、
実
際
に
や
っ
て
見
せ

な
が
ら
現
場
に
根
付
か
せ

て
い
き
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
文
化
と
も
言
え
る
ま
で

に
浸
透
さ
せ
た
。

　「
日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国

で
カ
イ
ゼ
ン
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
た
の
は
、
各
国
の

高
度
経
済
成
長
期
で
し

た
。
そ
し
て
今
、
ア
フ
リ
カ
が
そ
の
時

期
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
」。
こ
う
話

す
の
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
途
上
国
で

カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て

き
た
杉
本
清
次
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
だ
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
成
功
を
収
め
た
後
、

カ
イ
ゼ
ン
は
、
中
東
、
中
南
米
、
ア
フ

リ
カ
の
国
々
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
杉
本
専
門
家
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
務
め
る
エ
チ
オ

ピ
ア
だ
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
は
第
二
次
産

業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
構
成
比
が
わ
ず
か
10
%
余

り
と
極
端
に
低
く
、
中
で
も
製
造
業
は

５
%
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
問

題
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
製
品
の
企
画

力
の
弱
さ
と
、
品
質
に
対
す
る
意
識
の

低
さ
。
そ
こ
で
、
こ
の
カ
イ
ゼ
ン
が
生

か
さ
れ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
の
で
す
」。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
た
の
は

２
０
０
９
年
。
ま
ず
は
、
約
30
社
の
モ

デ
ル
企
業
を
選
び
、
カ
イ
ゼ
ン
に
よ
っ

て
品
質
や
生
産
性
の
向
上
に
効
果
が
見

ら
れ
る
か
ど
う
か
調
査
を
行
っ
た
。
約

１
年
半
に
わ
た
り
、
基
本
的
な
知
識
や

技
術
の
指
導
な
ど
を
続
け
た
結
果
、
カ

イ
ゼ
ン
が
企
業
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
そ
こ
で
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
モ
デ
ル
企
業
の
数
を

約
２
０
０
社
に
増
や
し
、
業
種
も
製
造

業
だ
け
で
な
く
、
木
工
、
金
属
加
工
、

縫
製
、
食
品
な
ど
に
拡
大
し
、
カ
イ
ゼ

ン
を
全
国
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
大
き
な
目
標
の
一
つ
が
、
カ
イ
ゼ
ン

を
指
導
で
き
る
現
地
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
育
成
す
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
杉

本
専
門
家
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
共
に

小
零
細
企
業
を
回
り
、
実
地
訓
練
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
い
き
な
り
最
初

の
壁
に
直
面
し
た
。企
業
の
経
営
者
に
、

「
あ
な
た
の
職
場
に
は
ど
の
よ
う
な
問

題
が
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
企
業
か
ら
「
問
題
は
な
い
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
品
質
や

生
産
性
が
低
い
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら

も
、
職
場
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
な

い
企
業
が
多
い
の
だ
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ま
で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で

も
カ
イ
ゼ
ン
の
普
及
に
貢
献
し
て
き
た

経
験
を
生
か
し
、
質
問
の
仕
方
を
「
あ

な
た
は
何
を
改
善
し
た
い
で
す
か
」
と

変
え
る
こ
と
で
、「
商
品
の
塗
装
の
む

ら
を
な
く
し
た
い
」「
欠
陥
商
品
を
減

ら
し
た
い
」
な
ど
と
、
経
営
者
が
次
々

と
問
題
点
を
話
し
始
め
た
。「
も
ち
ろ

ん
、
誰
も
が
良
い
商
品
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
も
カ

イ
ゼ
ン
が
重
要
で
あ
る
と
伝
え
、
意
欲

を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
企
業
に
直
接
指
導
す

る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
控
え
、
現
地
の

指
導
者
を
育
成
す
る
と
い
う
〝
人
づ
く

り
〞
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
」
と
杉
本
専
門
家
は
話
す
。

　
こ
う
し
て
問
題
点
を
洗
い
出
し
て
い

く
中
で
、
一
口
に
品
質
や
生
産
性
が
低

い
と
い
っ
て
も
、
そ
の
原
因
は
企
業
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
製
造
す
る
会
社
で
は
、
設
備
配
置
の

関
係
で
、
重
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
を
抱
え
て
工
場
内
の
端
か
ら
端
へ
と

運
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。「
こ
う
し
た
設

備
の
位
置
や
通
路
の
状
態
と
い
っ
た

〝
レ
イ
ア
ウ
ト
〞
を
考
え
て
い
な
い
企

業
は
多
く
、
作
業
効
率
の
面
だ
け
で
な

く
、
安
全
性
の
面
で
も
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
図
面
を
示
し
て
、
適

切
な
配
置
に
な
る
よ
う
に
改
善
す
る

と
、
そ
れ
だ
け
で
生
産
性
が
４
割
向
上

し
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
」
と
杉
本
専

門
家
は
話
す
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
当
た
り
前
だ
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
エ
チ
オ
ピ
ア

の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。「
作
業
に

使
う
道
具
が
き
ち
ん
と
片
付
け
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
多
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を

探
す
た
め
に
30
分
間
も
業
務
が
ス
ト
ッ

プ
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
有
効
な
手
法

が
、
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
し

つ
け
の
頭
文
字
を
と
っ
た
「
５
S
」
だ
。

大
規
模
な
機
材
や
設
備
を
導
入
す
る
こ

と
な
く
、
誰
で
も
手
軽
に
実
践
で
き
る

５
S
は
、
多
く
の
企
業
で
取
り
入
れ
ら

れ
、
作
業
効
率
の
面
な
ど
で
効
果
を
も

た
ら
し
た
。

　
一
方
、
副
総
括
を
務
め
る
藤
田
健
司

専
門
家
は
、
現
地
の
関
係
省
庁
と
連
携

し
な
が
ら
、
カ
イ
ゼ
ン
を
長
期
的
に
続

け
て
い
く
た
め
の
組
織
づ
く
り
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。
現
地
の
人
と
同
じ
目

線
に
立
つ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
と
い

う
藤
田
専
門
家
は
、「
過
去
に
は
チ
ュ

ニ
ジ
ア
や
ケ
ニ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

携
わ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
教
材
の

作
成
な
ど
を
通
じ
て
行
政
担
当
者
ら
に

カ
イ
ゼ
ン
の
重
要
性
を
説
明
し
た
り
、

将
来
的
な
組
織
体
制
に
つ
い
て
助
言
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
知
見
を
、

エ
チ
オ
ピ
ア
で
も
生
か
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
今
回
、
そ
の
組
織
づ
く
り
の
対
象
と

な
る
機
関
が
、
工
業
省
の
傘
下
に
設
立

さ
れ
た
「
エ
チ
オ
ピ
ア
カ
イ
ゼ
ン
機
構

（
Ｅ
Ｋ
Ｉ
）」
だ
。
行
政
担
当
者
や
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
約
１
０
０
人
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
、
現

地
で
〝
ミ
ス
タ
ー
カ
イ
ゼ
ン
〞
と
呼
ば

れ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
存
在
す
る
。
そ

の
人
物
こ
そ
、
Ｅ
Ｋ
Ｉ
の
ゲ
タ
フ
ン
・

タ
デ
ッ
セ
所
長
だ
。
カ
イ
ゼ
ン
を
普
及

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
人
一
倍
強

く
、
と
に
か
く
勉
強
熱
心
だ
と
杉
本
専

門
家
は
明
か
す
。「
昨
年
の
こ
と
で
す

が
、
彼
が
自
分
で
書
い
た
カ
イ
ゼ
ン
に

関
す
る
論
文
を
私
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て

き
て
、
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
ア
ド
バ

イ
ス
や
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
渡
す
と
非

常
に
感
謝
さ
れ
、
そ
の
時
に
彼
の
熱
意

を
感
じ
ま
し
た
」。

　
現
在
、Ｅ
Ｋ
Ｉ
の
長
期
運
営
計
画
の

作
成
も
進
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、

ゲ
タ
フ
ン
所
長
が
率
先
し
て
他
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。「
計

画
の
前
提
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
を

練
る
た
め
、
カ
イ
ゼ
ン
の
手
法
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
と
ゲ
タ
フ
ン
所

長
か
ら
持
ち
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
理
解
や
適
用
の
難
易
度
に
応
じ
て
、

カ
イ
ゼ
ン
手
法
を
段
階
分
け
し
、
そ
れ

を
た
た
き
台
に
し
て
協
議
を
重
ね
ま
し

た
。
彼
は
お
そ
ら
く
60
歳
を
超
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
で
、
今
後
も
カ
イ
ゼ
ン
普
及
の

中
心
人
物
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
杉

本
専
門
家
も
期
待
を
寄
せ
る
。

　
こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、
エ
チ

オ
ピ
ア
で
は
、
カ
イ
ゼ
ン
と
い
う
言
葉

が
広
く
国
民
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
企
業
の
生
産
性
や
品
質
に

も
確
実
に
効
果
が
表
れ
て
い
る
。
最
終

段
階
を
迎
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
高

い
関
心
を
示
す
同
国
政
府
の
強
力
な
イ

研
修
員
を
と
り
こ
に
す
る

数
々
の
ア
イ
デ
ア

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に

適
し
た
カ
イ
ゼ
ン
を

強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー

〝
ミ
ス
タ
ー
カ
イ
ゼ
ン
〞

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
下
、
今
後
５
年
間
で
、

Ｅ
Ｋ
Ｉ
の
さ
ら
な
る
強
化
と
、
よ
り
高

度
な
カ
イ
ゼ
ン
手
法
を
企
業
に
取
り
入

れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。
杉
本
専
門

家
は
、「
資
金
調
達
が
困
難
な
途
上
国

で
こ
そ
、
カ
イ
ゼ
ン
は
有
効
な
考
え
方

で
す
。
今
後
も
、
現
地
の
人
た
ち
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
す
。

　
日
本
の
製
造
現
場
で
生
ま
れ
、
海
を

越
え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
新
た
な
可
能

性
を
開
花
さ
せ
た
カ
イ
ゼ
ン
。今
で
は
、

世
界
各
地
の
工
場
だ
け
で
な
く
、
医
療

現
場
な
ど
で
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
日
本
人
の
心
を
映
し
出
す
〝
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
〞
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
世
界
に
発
信
さ
れ
続
け
る
。

カイゼンに取り組んだエチオピアの企業に、
修了証が授与された。さらに全国的に普及さ
せるための取り組みが、今も進められている

ケニアのプロジェクト時代の藤田専門家（左から３人目）。関係省庁や経営者
団体の人たちに対して、カイゼンの重要性を説明した

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

日本の製造現場から、世界の現場へ
戦後の日本経済の成長を支えてきた「カイゼン」。
今や、「KAIZEN」として、その言葉は国外にも通用する。
アフリカを中心に、さらなる広がりを見せる“日本の知恵”に迫った。

日本のメーカー企業で、徹
底した検査体制について
学ぶ海外からの研修員

世
界
に
広
が
る

第
一
歩
と
な
っ
た
瞬
間

from ETHIOPIA
エチオピア

アルゼンチンのプロジェクト時代の杉本専門家（左から３人目）

レイアウトが問題となっていたコンクリート
ブロックの製造会社では、図面を見せなが
ら改善指導を行った

５Sを取り入れた結果、木材が整理された企業
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　　「
部
品
に
傷
が
付
い
て
い
な
い
か
、

最
後
は
必
ず
人
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

す
」

　
箱
の
中
に
び
っ
し
り
と
詰
め
ら
れ
て

い
る
の
は
、
厚
さ
数
セ
ン
チ
ほ
ど
の
小

さ
な
部
品
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
、
従
業

員
が
顕
微
鏡
を
使
っ
て
念
入
り
に
検
査

し
て
い
る
。
こ
こ
は
、
自
動
車
部
品
な

ど
の
表
面
加
工
処
理
を
行
う
愛
知
県
内

の
メ
ー
カ
ー
企
業
、
株
式
会
社
サ
ー
テ

ッ
ク
カ
リ
ヤ
の
工
場
だ
。
同
社
の
強
み

は
、
徹
底
し
た
品
質
管
理
で
あ
り
、
そ

の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
に
、

今
年
７
月
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
７
人
の
研

修
員
が
訪
れ
た
。

　「
私
た
ち
は
、
品
質
管
理
の
活
動
を

行
う
Ｑ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
を
部
署
ご
と
に
設

け
、
社
員
が
自
ら
職
場
の
課
題
を
見
つ

け
、
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

説
明
し
て
い
る
の
は
、
研
修
の
講
師
を

務
め
る
原
英
樹
さ
ん
だ
。
工
場
で
は
、

作
業
工
程
や
安
全
対
策
を
作
業
場
ご
と

に
掲
示
し
た
り
、
部
品
の
箱
ご
と
に
番

号
タ
グ
を
付
け
て
管
理
し
た
り
、
社
員

の
発
案
か
ら
生
ま
れ
た
手
法
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
る
。
１
時
間
か
け
て
工
場

内
を
見
学
し
た
研
修
員
か
ら
は
、「
ど

れ
も
シ
ン
プ
ル
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
」「
母
国
で
も
品
質
管
理

の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
た
。

　
現
場
で
働
く
人
た
ち
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
作
業
効
率
の
向
上
や
安
全
性
の

確
保
と
い
っ
た
業
務
の
見
直
し
を
図
る

「
カ
イ
ゼ
ン
」。
日
本
発
の
こ
の
ア
イ
デ

ア
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
を
生
産

現
場
か
ら
支
え
、
今
で
は
多
く
の
開
発

途
上
国
で
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
中
、
実
際
に
日
本
の
企
業
を
訪
問

プロジェクトの健闘をたたえ合い、握手を交わす日本生産性本部
の宮井仁之助理事長（当時）とシンガポールの担当者

研修が行われた企業では、作業工程や注意事項が
一目で分かるように掲示されている

し
て
カ
イ
ゼ
ン
を
学
ぶ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研

修
コ
ー
ス
は
、
途
上
国
の
人
た
ち
か
ら

高
い
人
気
を
集
め
て
い
る
。
ま
さ
に
、

世
界
に
誇
る
日
本
の
知
恵
と
し
て
、
そ

の
名
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

カ
イ
ゼ
ン
だ
が
、
そ
の
道
の
り
は
決
し

て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　
時
は
さ
か
の
ぼ
り
１
９
８
３
年
。
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
リ
ー
・
ク
ア
ン
・
ユ
ー

首
相
（
当
時
）
が
カ
イ
ゼ
ン
運
動
の
話

を
聞
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
日
本

の
支
援
の
下
、「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
生
産

性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
始
ま
っ
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
、
人
材
育
成
と
い

う
ソ
フ
ト
面
に
特
化
し
た
初
の
生
産
性

向
上
分
野
の
支
援
で
あ
り
、
カ
イ
ゼ
ン

が
世
界
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
原
点
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
当
初
か
ら
す
ん
な

り
と
現
地
の
人
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
合
理
性
や
結
果
を

重
視
す
る
ア
メ
リ
カ
式
の
生
産
管
理
が

教
え
ら
れ
て
き
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
、
す
ぐ
に
目
に
見
え
る
成
果
が
表
れ

な
い
日
本
式
の
考
え
方
は
な
か
な
か
理

解
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、
日

本
人
専
門
家
た
ち
は
、〝
教

育
〞
で
な
く
〝
訓
練
〞
を

重
視
し
、
工
具
の
整
理
や

在
庫
の
管
理
と
い
っ
た
小

さ
な
積
み
重
ね
の
大
切
さ

を
、
実
際
に
や
っ
て
見
せ

な
が
ら
現
場
に
根
付
か
せ

て
い
き
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
文
化
と
も
言
え
る
ま
で

に
浸
透
さ
せ
た
。

　「
日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国

で
カ
イ
ゼ
ン
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
っ
た
の
は
、
各
国
の

高
度
経
済
成
長
期
で
し

た
。
そ
し
て
今
、
ア
フ
リ
カ
が
そ
の
時

期
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
」。
こ
う
話

す
の
は
、
こ
れ
ま
で
数
々
の
途
上
国
で

カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て

き
た
杉
本
清
次
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
だ
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
成
功
を
収
め
た
後
、

カ
イ
ゼ
ン
は
、
中
東
、
中
南
米
、
ア
フ

リ
カ
の
国
々
に
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
、
杉
本
専
門
家
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
務
め
る
エ
チ
オ

ピ
ア
だ
。「
エ
チ
オ
ピ
ア
は
第
二
次
産

業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
構
成
比
が
わ
ず
か
10
%
余

り
と
極
端
に
低
く
、
中
で
も
製
造
業
は

５
%
前
後
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
問

題
と
な
っ
て
い
た
の
が
、
製
品
の
企
画

力
の
弱
さ
と
、
品
質
に
対
す
る
意
識
の

低
さ
。
そ
こ
で
、
こ
の
カ
イ
ゼ
ン
が
生

か
さ
れ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
の
で
す
」。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
出
し
た
の
は

２
０
０
９
年
。
ま
ず
は
、
約
30
社
の
モ

デ
ル
企
業
を
選
び
、
カ
イ
ゼ
ン
に
よ
っ

て
品
質
や
生
産
性
の
向
上
に
効
果
が
見

ら
れ
る
か
ど
う
か
調
査
を
行
っ
た
。
約

１
年
半
に
わ
た
り
、
基
本
的
な
知
識
や

技
術
の
指
導
な
ど
を
続
け
た
結
果
、
カ

イ
ゼ
ン
が
企
業
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
そ
こ
で
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
し
て
、
モ
デ
ル
企
業
の
数
を

約
２
０
０
社
に
増
や
し
、
業
種
も
製
造

業
だ
け
で
な
く
、
木
工
、
金
属
加
工
、

縫
製
、
食
品
な
ど
に
拡
大
し
、
カ
イ
ゼ

ン
を
全
国
普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取

り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
大
き
な
目
標
の
一
つ
が
、
カ
イ
ゼ
ン

を
指
導
で
き
る
現
地
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
を
育
成
す
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
杉

本
専
門
家
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
共
に

小
零
細
企
業
を
回
り
、
実
地
訓
練
を
行

う
こ
と
に
な
っ
た
が
、
い
き
な
り
最
初

の
壁
に
直
面
し
た
。企
業
の
経
営
者
に
、

「
あ
な
た
の
職
場
に
は
ど
の
よ
う
な
問

題
が
あ
り
ま
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
企
業
か
ら
「
問
題
は
な
い
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
品
質
や

生
産
性
が
低
い
こ
と
を
認
識
し
な
が
ら

も
、
職
場
の
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
な

い
企
業
が
多
い
の
だ
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ま
で
チ
ュ
ニ
ジ
ア
や
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で

も
カ
イ
ゼ
ン
の
普
及
に
貢
献
し
て
き
た

経
験
を
生
か
し
、
質
問
の
仕
方
を
「
あ

な
た
は
何
を
改
善
し
た
い
で
す
か
」
と

変
え
る
こ
と
で
、「
商
品
の
塗
装
の
む

ら
を
な
く
し
た
い
」「
欠
陥
商
品
を
減

ら
し
た
い
」
な
ど
と
、
経
営
者
が
次
々

と
問
題
点
を
話
し
始
め
た
。「
も
ち
ろ

ん
、
誰
も
が
良
い
商
品
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
も
カ

イ
ゼ
ン
が
重
要
で
あ
る
と
伝
え
、
意
欲

を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
。

ま
た
、
私
た
ち
が
企
業
に
直
接
指
導
す

る
こ
と
は
で
き
る
だ
け
控
え
、
現
地
の

指
導
者
を
育
成
す
る
と
い
う
〝
人
づ
く

り
〞
を
大
切
に
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
」
と
杉
本
専
門
家
は
話
す
。

　
こ
う
し
て
問
題
点
を
洗
い
出
し
て
い

く
中
で
、
一
口
に
品
質
や
生
産
性
が
低

い
と
い
っ
て
も
、
そ
の
原
因
は
企
業
に

よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
製
造
す
る
会
社
で
は
、
設
備
配
置
の

関
係
で
、
重
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
を
抱
え
て
工
場
内
の
端
か
ら
端
へ
と

運
ぶ
必
要
が
あ
っ
た
。「
こ
う
し
た
設

備
の
位
置
や
通
路
の
状
態
と
い
っ
た

〝
レ
イ
ア
ウ
ト
〞
を
考
え
て
い
な
い
企

業
は
多
く
、
作
業
効
率
の
面
だ
け
で
な

く
、
安
全
性
の
面
で
も
問
題
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
図
面
を
示
し
て
、
適

切
な
配
置
に
な
る
よ
う
に
改
善
す
る

と
、
そ
れ
だ
け
で
生
産
性
が
４
割
向
上

し
た
企
業
も
あ
り
ま
し
た
」
と
杉
本
専

門
家
は
話
す
。

　
ま
た
、
日
本
で
は
当
た
り
前
だ
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
エ
チ
オ
ピ
ア

の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い
。「
作
業
に

使
う
道
具
が
き
ち
ん
と
片
付
け
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
が
多
く
、
ド
ラ
イ
バ
ー
を

探
す
た
め
に
30
分
間
も
業
務
が
ス
ト
ッ

プ
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」。

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
有
効
な
手
法

が
、
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、
清
潔
、
し

つ
け
の
頭
文
字
を
と
っ
た
「
５
S
」
だ
。

大
規
模
な
機
材
や
設
備
を
導
入
す
る
こ

と
な
く
、
誰
で
も
手
軽
に
実
践
で
き
る

５
S
は
、
多
く
の
企
業
で
取
り
入
れ
ら

れ
、
作
業
効
率
の
面
な
ど
で
効
果
を
も

た
ら
し
た
。

　
一
方
、
副
総
括
を
務
め
る
藤
田
健
司

専
門
家
は
、
現
地
の
関
係
省
庁
と
連
携

し
な
が
ら
、
カ
イ
ゼ
ン
を
長
期
的
に
続

け
て
い
く
た
め
の
組
織
づ
く
り
を
サ
ポ

ー
ト
し
て
い
る
。
現
地
の
人
と
同
じ
目

線
に
立
つ
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
と
い

う
藤
田
専
門
家
は
、「
過
去
に
は
チ
ュ

ニ
ジ
ア
や
ケ
ニ
ア
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

携
わ
り
、
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
や
教
材
の

作
成
な
ど
を
通
じ
て
行
政
担
当
者
ら
に

カ
イ
ゼ
ン
の
重
要
性
を
説
明
し
た
り
、

将
来
的
な
組
織
体
制
に
つ
い
て
助
言
を

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
知
見
を
、

エ
チ
オ
ピ
ア
で
も
生
か
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
今
回
、
そ
の
組
織
づ
く
り
の
対
象
と

な
る
機
関
が
、
工
業
省
の
傘
下
に
設
立

さ
れ
た
「
エ
チ
オ
ピ
ア
カ
イ
ゼ
ン
機
構

（
Ｅ
Ｋ
Ｉ
）」
だ
。
行
政
担
当
者
や
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
約
１
０
０
人
の
メ
ン

バ
ー
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
中
に
は
、
現

地
で
〝
ミ
ス
タ
ー
カ
イ
ゼ
ン
〞
と
呼
ば

れ
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
存
在
す
る
。
そ

の
人
物
こ
そ
、
Ｅ
Ｋ
Ｉ
の
ゲ
タ
フ
ン
・

タ
デ
ッ
セ
所
長
だ
。
カ
イ
ゼ
ン
を
普
及

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
人
一
倍
強

く
、
と
に
か
く
勉
強
熱
心
だ
と
杉
本
専

門
家
は
明
か
す
。「
昨
年
の
こ
と
で
す

が
、
彼
が
自
分
で
書
い
た
カ
イ
ゼ
ン
に

関
す
る
論
文
を
私
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て

き
て
、
意
見
を
求
め
ま
し
た
。
ア
ド
バ

イ
ス
や
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
渡
す
と
非

常
に
感
謝
さ
れ
、
そ
の
時
に
彼
の
熱
意

を
感
じ
ま
し
た
」。

　
現
在
、Ｅ
Ｋ
Ｉ
の
長
期
運
営
計
画
の

作
成
も
進
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、

ゲ
タ
フ
ン
所
長
が
率
先
し
て
他
の
メ
ン

バ
ー
た
ち
を
引
っ
張
っ
て
い
る
。「
計

画
の
前
提
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
戦
略
を

練
る
た
め
、
カ
イ
ゼ
ン
の
手
法
を
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い
と
ゲ
タ
フ
ン
所

長
か
ら
持
ち
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
理
解
や
適
用
の
難
易
度
に
応
じ
て
、

カ
イ
ゼ
ン
手
法
を
段
階
分
け
し
、
そ
れ

を
た
た
き
台
に
し
て
協
議
を
重
ね
ま
し

た
。
彼
は
お
そ
ら
く
60
歳
を
超
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
と
て
も
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
で
、
今
後
も
カ
イ
ゼ
ン
普
及
の

中
心
人
物
に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
杉

本
専
門
家
も
期
待
を
寄
せ
る
。

　
こ
う
し
た
努
力
が
実
を
結
び
、
エ
チ

オ
ピ
ア
で
は
、
カ
イ
ゼ
ン
と
い
う
言
葉

が
広
く
国
民
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ま
た
、
企
業
の
生
産
性
や
品
質
に

も
確
実
に
効
果
が
表
れ
て
い
る
。
最
終

段
階
を
迎
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
高

い
関
心
を
示
す
同
国
政
府
の
強
力
な
イ

研
修
員
を
と
り
こ
に
す
る

数
々
の
ア
イ
デ
ア

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
に

適
し
た
カ
イ
ゼ
ン
を

強
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー

〝
ミ
ス
タ
ー
カ
イ
ゼ
ン
〞

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

ニ
シ
ア
チ
ブ
の
下
、
今
後
５
年
間
で
、

Ｅ
Ｋ
Ｉ
の
さ
ら
な
る
強
化
と
、
よ
り
高

度
な
カ
イ
ゼ
ン
手
法
を
企
業
に
取
り
入

れ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。
杉
本
専
門

家
は
、「
資
金
調
達
が
困
難
な
途
上
国

で
こ
そ
、
カ
イ
ゼ
ン
は
有
効
な
考
え
方

で
す
。
今
後
も
、
現
地
の
人
た
ち
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

た
い
で
す
」
と
話
す
。

　
日
本
の
製
造
現
場
で
生
ま
れ
、
海
を

越
え
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
新
た
な
可
能

性
を
開
花
さ
せ
た
カ
イ
ゼ
ン
。今
で
は
、

世
界
各
地
の
工
場
だ
け
で
な
く
、
医
療

現
場
な
ど
で
も
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
。
日
本
人
の
心
を
映
し
出
す
〝
ジ
ャ

パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
〞
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
世
界
に
発
信
さ
れ
続
け
る
。

カイゼンに取り組んだエチオピアの企業に、
修了証が授与された。さらに全国的に普及さ
せるための取り組みが、今も進められている

ケニアのプロジェクト時代の藤田専門家（左から３人目）。関係省庁や経営者
団体の人たちに対して、カイゼンの重要性を説明した

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

日本の製造現場から、世界の現場へ
戦後の日本経済の成長を支えてきた「カイゼン」。
今や、「KAIZEN」として、その言葉は国外にも通用する。
アフリカを中心に、さらなる広がりを見せる“日本の知恵”に迫った。

日本のメーカー企業で、徹
底した検査体制について
学ぶ海外からの研修員

世
界
に
広
が
る

第
一
歩
と
な
っ
た
瞬
間

from ETHIOPIA
エチオピア

アルゼンチンのプロジェクト時代の杉本専門家（左から３人目）

レイアウトが問題となっていたコンクリート
ブロックの製造会社では、図面を見せなが
ら改善指導を行った

５Sを取り入れた結果、木材が整理された企業

アディス・
アベバ
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こ
ん
な
と
こ
ろ
に

日
本
の
暮
ら
し
は
、「
便
利
」「
安
全
」「
快
適
」
な
ど

豊
か
な
生
活
を
願
う
心
と
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
た
も
の
。

世
界
の
日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
生
か
さ
れ
て
い
る

日
本
の
知
恵
を
発
見
し
に
行
こ
う
。

女性専用車両の導入に
より女性の行動範囲も
広がっている

バスの料金支払いが簡単になり、
カードの利用者も増えている
○c エヌ・ウェーブ

3Rの推進に向け、会合を
開いて現状の廃棄物管理
の問題点を話し合った

特集 ジャパンブランド
日本に学ぶ

都市化が進むインドでは、公共交通インフラ
の整備が急務となっている。一日約230万人
が利用するデリーメトロは市民の重要な足
だが、女性がトラブルに巻き込まれることも
多かった。そこで2010年より、各路線の先頭
車両に「女性専用車両」が導入された。公共
交通機関を安心して利用できることで、女性
の社会進出にも貢献している。 

ケニアでは、今日も約７割の世帯が電気の無
い生活を送っている。日本は、太陽光や風力
などの再生可能エネルギーを活用した地方
電化モデルの構築に協力し、その普及を支
援。教育や保健施設に太陽光パネルとLED照
明を設置するなど、人々の生活の質の向上に
貢献している。

日本では乗車券や電子マネーにも使われている「非接触
ICカード」の技術が、都市部の人口増加が進むバングラデ
シュで2012年、国営バスの２路線に導入された。交通渋
滞緩和のほか、不正乗車が無くなり運賃収入の増加にも
つながっている。

インドネシアでは、人口増加で廃棄物が増え続けてい
る。日本は、ごみを減らすため、「３Ｒ：Reduce・Reuse・
Recycle」の実施に必要な関連法の整備や行政の廃棄
物管理実施能力強化を支援し、廃棄物の削減、適正処
理に取り組んでいる。

地方の教育施設にも明かりが灯った

発 見  ！！

デリー高速輸送システム建設事業

ダッカ都市交通料金システムICT化プロジェクト

インドネシア

3R及び廃棄物適正管理のための
キャパシティーディベロプメント支援プロジェクト

Indonesia

バングラデシュBangladesh

ケニアKenya

インドIndia

生活と
安全を

守る光 女性の電車移動を快適に

きれいな
町をつく

る

公共交通の利用を便利に

再生可能エネルギーによる
地方電化モデル構築プロジェクト

日
本
の
知
恵
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本
に
残
し
て
も
良
い
の
か
」
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
葛
藤
の
中
で
悩

ん
で
い
た
。
し
か
し
、就
職
か
ら
５
年
の
節
目
を
迎
え
た
一
昨
年
、

大
き
な
決
断
を
し
た
。「
こ
の
ま
ま
で
は
一
生
後
悔
す
る
と
思
い
、

長
年
の
夢
を
思
い
切
っ
て
職
場
に
打
ち
明
け
ま
し
た
。
職
場
の
人

た
ち
は
、
そ
ん
な
私
を
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
」。
す
ぐ
さ
ま
青

年
海
外
協
力
隊
に
応
募
し
、
昨
年
、
晴
れ
て
東
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン

ザ
ニ
ア
へ
の
派
遣
が
決
ま
っ
た
。

　
伊
藤
さ
ん
の
任
務
は
、
南
東
部
の
ム
ト
ワ
ラ
市
に
あ
る
病
院
で

「
５
S
」を
普
及
さ
せ
る
こ
と
だ
。
５
S
と
は
、整
理
、整
頓
、清
掃
、

清
潔
、
し
つ
け
の
頭
文
字
を
取
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
日
本
の
製

造
業
で
発
展
し
た
品
質
管
理
の
手
法
で
あ
る
。
工
場
を
中
心
に
多

く
の
途
上
国
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
た
が
、
２
０
０
７
年
、
そ

れ
を
医
療
機
関
に
も
広
め
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ア
フ
リ

カ
の
15
カ
国
で
始
ま
っ
た
。
伊
藤
さ
ん
の
派
遣
先
も
そ
の
一
つ
だ
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
そ
う
と
意
気
込
む
伊
藤
さ
ん
だ
っ
た

が
、
赴
任
初
日
、
病
院
内
の
光
景
を
見
て
驚
か
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
物
の
置
き
場
所
が
き
ち
ん
と
決
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

カ
ル
テ
が
頻
繁
に
紛
失
す
る
。
薬
品
や
物
品
が
適
切
に
補
充
さ
れ

て
お
ら
ず
、
何
か
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
動
し
て
既
に
５
年
以
上
が
経
っ
て
い
た
が
、
５
S
の
考
え

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
と
は
と
て
も
言
え
な
い
状
況
だ
っ
た
と

い
う
。「
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
は
５
S
を
知
識
と
し
て
は
知
っ
て
い

ま
し
た
が
、
た
だ
物
を
片
付
け
て
、
見
た
目
が
美
し
く
な
れ
ば
良

い
と
し
か
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
作
業
効
率
が
上

が
っ
た
り
、
安
全
に
つ
な
が
っ
た
り
と
い
う
、
目
に
は
見
え
な
い

本
来
の
効
果
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
考
え
ま
し
た
」。

　
ま
ず
は
モ
デ
ル
病
棟
を
決
め
、
そ
こ
を
中
心
に
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
に
し
た
。
物
を
置
く
場
所
を
決
め
、
資
料
の
並
べ
方
や
物

品
の
補
充
を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
ス
タ
ッ
フ
に
指
導
し
た

日
本
の
産
業
発
展
を
支
え
た

考
え
方
を
生
か
す

協
力
者
が
増
え
た
こ
と
で

活
動
の
輪
が
広
が
っ
た

が
、
そ
も
そ
も
病
院
内
の
現
状
を
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
な
い

人
が
多
く
、一
様
に
後
ろ
向
き
の
反
応
が
返
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、

〝
言
葉
の
壁
〞
も
立
ち
は
だ
か
っ
た
。「
会
話
は
ス
ワ
ヒ
リ
語
が
中

心
で
、
英
語
は
ほ
ぼ
使
わ
な
い
環
境
で
し
た
。
５
S
を
普
及
さ
せ

る
た
め
に
も
、
最
低
限
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
欠
か
せ
な
い

と
考
え
ま
し
た
」
と
伊
藤
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
ス
ワ
ヒ
リ
語
を
勉

強
し
、
な
る
べ
く
多
く
の
人
た
ち
の
名
前
を
覚
え
よ
う
と
努
力
し

た
。「
タ
ン
ザ
ニ
ア
で
は
あ
い
さ
つ
を
大
切
に
す
る
文
化
が
あ
る

の
で
、
出
会
っ
た
ら
名
前
を
呼
び
、
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と

を
心
掛
け
る
う
ち
に
、
次
第
に
ス
タ
ッ
フ
と
の
関
係
も
良
好
に
な

っ
て
い
き
ま
し
た
」。

　
こ
の
こ
と
は
、
５
S
の
活
動
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
職
場

環
境
の
改
善
に
主
体
的
に
取
り
組
む
協
力
的
な
ス
タ
ッ
フ
が
少
し

ず
つ
増
え
た
の
だ
。
ま
た
、
伊
藤
さ
ん
は
、
病
院
の
質
の
向
上
を

目
的
と
し
て
現
地
ス
タ
ッ
フ
で
結
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
の
運
営
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
が
、
当
初
は
３
人
ほ
ど
し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た

会
議
に
も
、今
で
は
10
人
以
上
が
出
席
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
当

初
は
、
病
院
に
は
お
金
が
な
い
、
場
所
が
狭
い
と
い
う
よ
う
な
文

句
の
言
い
合
い
で
し
た
。
そ
こ
で
、
不
要
に
な
っ
た
空
き
箱
を
再

利
用
す
る
方
法
な
ど
、
資
金
を
投
入
せ
ず
と
も
実
践
で
き
る
こ
と

を
伝
え
続
け
た
結
果
、
何
が
本
当
に
問
題
で
、
ど
う
す
れ
ば
解
決

で
き
る
の
か
を
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
最
近
で
は
、
モ
デ
ル
病
棟
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
５
S
を
取

り
入
れ
た
い
と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
い
う
伊
藤
さ
ん
。
そ
こ
で
、

な
る
べ
く
多
く
の
病
棟
を
訪
問
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
提
供
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。「
目
標
は
全
て
の
部
署
で
５
S
を
定
着
さ
せ
る

こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
私
が
中
心
と
な
っ
て
推
進
し
て
き
た
５
S

の
波
を
、
今
度
は
現
地
の
ス
タ
ッ
フ
が
中
心
と
な
っ
て
広
げ
て

い
け
る
形
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
」
と
伊
藤
さ
ん
は
語
る
。

　
任
期
は
残
り
一
年
を
切
っ
た
。
伊
藤
さ
ん
は
既
に
そ
の
先
を
見

据
え
、
本
当
の
意
味
で
現
地
に
根
付
い
た
５
S
を
目
指
し
、
ま
い

進
し
て
い
る
。

　
３
歳
の
時
に
父
親
を
が
ん
で
亡
く
し
た
経
験
か
ら
、
将
来
は
看

護
師
に
な
る
こ
と
を
心
に
決
め
た
伊
藤
優
花
さ
ん
。
中
学
生
に
な

り
、
全
て
の
人
た
ち
に
医
療
が
行
き
届
い
て
い
な
い
開
発
途
上
国

の
現
状
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
た
ア
フ
リ
カ
が

憧
れ
の
地
と
な
っ
た
。
看
護
大
学
を
卒
業
し
た
後
は
、
地
元
の
病

院
で
看
護
師
と
し
て
の
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、
ア
フ
リ
カ

に
行
き
た
い
と
い
う
夢
を
時
折
思
い
出
し
て
は
、「
日
本
で
働
く

方
が
世
の
中
の
た
め
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」「
母
親
を
一
人
日

1986年愛知県出身。県立看
護大学を卒業後、名古屋セン
トラル病院の消化器外科病棟
の看護師として勤務。2014年
６月から青年海外協力隊（看
護師）としてタンザニアで活動
中（現職参加）。

PROFILEJICA 
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Story
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Yuka

「
問
題
意
識
を
持
ち
、解
決
し
て
い
け
る
仕
組
み
を
」

幼
い
こ
ろ
か
ら
、看
護
師
に
な
り
ア
フ
リ
カ
に
行
く
こ
と
を
志
し
て
い
た
伊
藤
優
花
さ
ん
は
、

青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
、今
、そ
の
夢
を
実
現
さ
せ
て
い
る
。

派
遣
さ
れ
た
の
は
、課
題
が
山
積
す
る
タ
ン
ザ
ニ
ア
の
病
院
。

そ
こ
に
、日
本
生
ま
れ
の「
５
S
」の
考
え
方
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
、日
々
奮
闘
し
て
い
る
。

c

b
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a.煩雑に置かれていた書類や資料を分類して保管するため、収納ボックスを作った
b.病院の質の向上を目指すチームの定例会議。メンバーそれぞれが責任感を持ち始めている
c.スタッフとの関係づくりを大切にしている伊藤さん。５Sに意欲的な協力者は確実に増えている

現地のスタッフに、物品を整理する大切さを伝える伊藤さん

タンザニア
ムトワラ市



中央州現職研修センターで、高齢
者ケアモデル研修について意見
交換。この施設でモデル研修コー
スが作成される予定だ

　
日
本
で
は
へ
き
地
の
医
師
不
足
は
長
年
に

わ
た
る
課
題
だ
。
一
般
財
団
法
人
農
村
保
健

研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
農
村
地
域
の
医
師
不
足

対
策
と
し
て
、
現
職
の
医
師
や
医
療
従
事
者

が
医
療
と
と
も
に
農
村
の
事
情
を
知
る
研
修

の
場
と
し
て
１
９
７
９
年
に
開
設
さ
れ
た
。

そ
の
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、
日
本
の
農
村
医

療
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
予
防
医
学
を
推
進
し
、

現
在
の
検
診
の
モ
デ
ル
と
な
る
全
村
一
斉
検

診
を
考
案
し
た
故
・
若
月
俊
一
医
師
の
哲
学

だ
。
若
月
医
師
が
育
て
上
げ
た
佐
久
総
合
病

院
は
、
今
な
お
世
界
有
数
の
農
村
医
療
拠
点

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
当
初
、
日
本
の
医
療
従
事

者
を
対
象
に
、
年
間
３
０
０
０
人
ほ
ど
の
研

修
員
を
受
け
入
れ
て
い
た
が
、
若
月
医
師
の

哲
学
を
国
際
協
力
分
野
で
生
か
す
た
め
、
２

０
０
７
年
の
グ
ア
テ
マ
ラ
「
母
と
子
ど
も
の

健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
本
誌
５
月
号
12
ペ
ー

ジ
参
照
）」
を
皮
切
り
に
、
海
外
研
修
員
の
受

け
入
れ
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
た
国
際
協
力

の
一
環
で
、
13
年
に
ス
リ
ラ
ン
カ
の
青
年
研

修
員
を
受
け
入
れ
た
こ
と
が
、
同
国
の
高
齢

者
ケ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
掛
け
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。

　
日
本
で
は
紅
茶
や
観
光
名
所
で
知
ら
れ
る

ス
リ
ラ
ン
カ
で
、
近
年
浮
上
し
た
問
題
の
一

つ
が
高
齢
化
だ
。
ス
リ
ラ
ン
カ
は
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
ヘ
ル
ス
ケ
ア
（
基
本
的
な
公
的
医
療
サ

ー
ビ
ス
）
が
充
実
し
て
い
て
、
開
発
途
上
国

の
中
で
も
比
較
的
良
好
な
基
本
的
健
康
指
標

（
乳
児
死
亡
率
や
妊
産
婦
死
亡
率
な
ど
）
を
実

現
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
均
寿
命
は
72

歳
と
長
寿
化
が
進
み
、
す
で
に
７
・
５
人
に

一
人
が
60
歳
以
上
の
お
年
寄
り
と
な
る
な
ど
、

今
後
、
速
い
ペ
ー
ス
で
社
会
の
高
齢
化
が
進

む
と
見
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
高
齢
者
ケ
ア
は
家
族
へ
の
依
存
が
大
き
く
、

病
院
や
施
設
な
ど
社
会
全
体
で
お
年
寄
り
を

支
え
る
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
が
差
し
迫
っ
た
課

題
だ
。

　
13
年
の
研
修
で
高
齢
者
ケ
ア
の
必
要
性
を

学
ん
だ
ス
リ
ラ
ン
カ
の
研
修
員
は
、
帰
国
後

に
保
健
大
臣
と
高
齢
者
対
策
委
員
会
に
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
提
出
し
、
保
健
省
の
支
持

を
得
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
農
村
保
健
研
修

セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の
包
括
的
な
ケ
ア
政
策

の
策
定
と
具
体
化
の
た
め
の
モ
デ
ル
作
り
に

協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　「
研
修
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
で
現
地
を
訪
問

し
た
と
き
、
わ
ざ
わ
ざ
電
車
で
12
時
間
以
上

か
け
て
会
い
に
来
て
く
れ
た
人
た
ち
が
い
て
、

本
当
に
感
激
し
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
ガ

ー
ナ
保
健
省
で
研
修
制
度
づ
く
り
を
手
掛
け

た
こ
と
も
あ
る
出
浦
喜
丈
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
だ
。「
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
ま
だ

高
齢
者
ケ
ア
の
重
要
性
に
対
す
る
関
心
は
薄

く
、
一
部
の
研
究
者
や
保
健
関
係
者
の
注
意

が
集
ま
り
始
め
た
ば
か
り
で
す
。
高
齢
者
対

応
の
第
一
歩
と
し
て
高
齢
者
ケ
ア
政
策
を
策

定
し
、
具
体
化
の
た
め
の
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
や

研
修
モ
デ
ル
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」
と
言
う
。

　
出
浦
さ
ん
自
身
、
か
つ
て
は
血
液
内
科
医

と
し
て
佐
久
総
合
病
院
に
勤
務
し
、
農
村
医

療
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
開
発
途
上
国
に

お
け
る
「
健
康
な
村
づ
く
り
」
を
支
え
る
た

め
に
同
病
院
や
セ
ン
タ
ー
で
多
く
の
研
修
員

を
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
大
切
に
し

て
き
た
の
は
、
互
い
の
国
の
制
度
や
考
え
方

を
尊
重
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
の
た
め
に
ス
リ
ラ

ン
カ
各
地
を
回
る
と
、
彼
ら
は
〝
日
本
人
が

何
か
計
画
を
提
案
し
に
来
た
〞
と
考
え
て
、

日
本
の
経
験
生
か
し

地
域
包
括
医
療
制
度
を

紅
茶
の
島
も
高
齢
化

生
活
習
慣
病
が
問
題
に

や
る
べ
き
こ
と
を
聞
く
つ
も
り
で
話
を
し
に

来
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に
、
私
は
ス
リ
ラ
ン

カ
の
目
指
す
も
の
を
聞
い
て
、
そ
の
実
現
の

お
手
伝
い
を
す
る
た
め
に
来
た
の
だ
と
伝
え

ま
し
た
」
と
言
う
。
日
本
と
ス
リ
ラ
ン
カ
、

お
互
い
の
状
況
を
共
有
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の

人
々
に
日
本
の
医
療
制
度
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
と
同
時
に
、
現
地
に
合
っ
た
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
、
現
地
の
人
た
ち
が
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　「
日
本
で
も
、
例
え
ば
介
護
保
険
制
度
の
策

定
と
実
現
に
は
長
い
時
間
と
努
力
が
必
要
で

し
た
。
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ヘ

ル
ス
ケ
ア
が
完
成
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
と

連
動
し
た
地
域
包
括
医
療
シ
ス
テ
ム
の
構
築

は
、
日
本
よ
り
迅
速
に
、
低
コ
ス
ト
で
進
む

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も
今
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
期
限
で
あ
る
２
年
で
は
終
わ
ら

な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

ス
リ
ラ
ン
カ
の
高
齢
者
ケ
ア
制
度
づ
く
り
の

き
っ
か
け
に
し
た
い
も
の
で
す
」
と
出
浦
さ

ん
は
言
う
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、

保
健
省
計
画
課
の
ラ
ク
シ
ー
タ
医
師
を
は
じ

め
、
セ
ン
タ
ー
で
研
修
を
受
け
た
若
手
医
療

従
事
者
た
ち
が
周
囲
を
説
得
し
、
取
り
組
み

の
開
始
に
向
け
て
奔
走
し
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
出
浦
さ
ん
は
こ
の
７
月
、
ス
リ
ラ
ン
カ
を

視
察
す
る
と
と
も
に
、
現
地
で
高
齢
者
ケ
ア

の
周
知
を
図
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い
た
。

高
齢
化
先
進
国
・
日
本
の
医
療
シ
ス
テ
ム
の

強
み
を
生
か
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
長
生
き
を

支
え
て
い
く
挑
戦
が
、
い
よ
い
よ
始
ま
る
。

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

変わるスリランカの医療、長寿化に寄り添う
保健システムが充実し、健康な人が増えているスリランカ。

近いうちに高齢化社会を迎えるこの国で、
日本の農村医療の思想が高齢者医療制度を根付かせようとしている。

スリランカで初めての高齢者病棟
を開設した中央州キャンディ県カド
ガンアワ地域病院。スリランカの
病院における高齢者ケアの現状
について意見交換が行われた

コロンボでの啓発セミナー。スリランカでは、まず高齢者
ケアの認知を高めることから始める必要がある

農村保健研修センター一般財団法人

スリランカで初めて高齢者外来を開設した病院。
高齢化社会の到来に向けて、制度の構築が急がれる

在宅高齢者にさまざまなサービスを提供するデイケアは、高齢化社会には欠かせない

スリランカ
コロンボ
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午
前
３
時
。
真
っ
暗
な
港
に
、
漁
船
の
明

か
り
だ
け
が
と
も
っ
て
い
る
。
救
命
胴
衣
を

着
け
た
研
修
員
の
一
団
が
乗
り
込
む
と
、
船

は
沖
を
目
指
し
て
走
り
出
し
た
。

　「
今
日
は
二
番
箱
を
水
揚
げ
し
ま
す
」
鹿
渡

島
定
置
の
酒
井
秀
信
社
長
が
説
明
す
る
中
、

か
も
め
が
一
羽
、
手
の
届
き
そ
う
な
距
離
を

船
と
並
ん
で
飛
び
始
め
る
。
漁
の
お
こ
ぼ
れ

を
狙
っ
て
い
る
の
だ
。

　
海
岸
沿
い
か
ら
す
ぐ
に
水
深
が
深
く
な
り
、

海
流
が
交
じ
り
合
う
こ
と
か
ら
魚
の
種
類
も

量
も
豊
富
な
富
山
湾
は
、
俗
に
「
天
然
の
い
け

す
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
４
０
０

年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ
て
き
た
伝
統

漁
法
が
、
越
中
式
定
置
網
だ
。

　「
網
な
ど
を
持
っ
て
魚
を
追
い
か
け
る
他
の

漁
法
と
違
い
、
定
置
網
漁
で
は
仕
掛
け
は
長

年
そ
の
場
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

漁
礁
と
同
じ
で
魚
の
隠
れ
場
所
や
産
卵
場
所

に
な
り
、
魚
を
捕
り
な
が
ら
増
や
せ
る
ん
で

す
」。
酒
井
社
長
の
説
明
に
、
ア
フ
リ
カ
か
ら

の
研
修
員
は
し
き
り
に
メ
モ
を
取
っ
た
。

　
漁
師
が
積
極
的
に
水
産
資
源
の
総
量
を
維

持
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
漁
業
の
安
定
を
目

指
す
手
法
を
、
資
源
管
理
型
漁
業
と
呼
ぶ
。

J
I
C
A
で
は
北
陸
支
部
を
中
心
に
、
日
本

で
育
っ
た
資
源
管
理
型
漁
業
、
特
に
定
置
網

漁
の
技
術
を
海
外
に
発
信
す
る
た
め
、
草
の

根
技
術
協
力
や
青
年
研
修
「
地
域
管
理
型
漁

業
コ
ー
ス
」
が
た
び
た
び
開
催
さ
れ
、
世
界

各
地
か
ら
漁
業
関
係
者
が
招
か
れ
て
い
る
。

今
回
の
青
年
研
修
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
ア

産
食
料
安
全
省
の
ダ
ヴ
ィ
・
ア
ン
ゲ
コ
さ
ん

は
「
私
た
ち
の
国
で
は
、
魚
を
保
冷
し
た
ま

ま
配
送
・
販
売
す
る
た
め
の
市
場
や
コ
ー
ル

ド
チ
ェ
ー
ン
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は

設
備
を
整
え
な
け
れ
ば
」
と
自
国
の
状
況
を

振
り
返
っ
た
。

　
出
港
か
ら
30
分
。
漁
場
に
着
く
頃
に
は
、

東
の
空
が
ほ
ん
の
り
色
づ
い
て
い
た
。
エ
ン

ジ
ン
を
止
め
、
漁
師
た
ち
が
左
舷
の
巻
き
上

げ
機
を
使
っ
て
網
の
引
き
上
げ
（
起
こ
し
）

に
取
り
掛
か
る
。
最
初
は
遠
巻
き
に
見
て
い

た
研
修
員
た
ち
だ
が
、
徐
々
に
起
こ
し
を
手

伝
い
始
め
た
。

　
定
置
網
の
起
こ
し
で
は
、
網
の
端
を
一
度

持
ち
上
げ
、
少
し
ず
つ
内
側
を
引
き
上
げ
る

一
方
で
、
端
か
ら
順
に
海
中
に
戻
し
て
い
く
。

持
ち
上
げ
て
い
る
部
分
を

徐
々
に
狭
め
て
網
に
掛
か

っ
た
魚
を
揚
げ
る
と
同
時

に
、
漁
が
終
わ
れ
ば
仕
掛

け
自
体
は
元
通
り
に
な
っ

て
い
る
仕
組
み
だ
。
な
ぜ

網
を
落
と
す
の
か
、
ど
う

や
っ
て
魚
を
仕
分
け
、
活

け
締
め
す
る
の
か
。
研
修

員
た
ち
は
網
の
引
き
揚
げ

や
柄
つ
き
網
で
の
水
揚
げ

作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、

熱
心
に
質
問
し
て
い
た
。

　
船
が
港
に
戻
っ
た
の
は
６
時
前
。
漁
師
た

ち
が
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
を
仕
分
け
て
市
場
に

運
び
込
み
、
魚
の
種
類
ご
と
に
競
り
が
行
わ

れ
た
。

　
カ
メ
ル
ー
ン
家
畜
水
産
省
の
チ
ェ
イ
ニ
ェ

ベ
・
ボ
リ
ス
・
タ
ク
ン
ボ
さ
ん
は
、「
す
ば
ら

し
い
漁
法
で
す
が
、
周
辺
海
域
の
海
底
地
形

や
魚
の
周
遊
ル
ー
ト
な
ど
の
情
報
が
あ
る
か

ら
こ
そ
効
果
的
な
漁
場
に
仕
掛
け
が
作
れ
る

の
で
は
。
私
た
ち
の
国
で
は
、
そ
う
し
た
情

報
の
収
集
か
ら
始
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で

す
」
と
語
っ
た
。

　「
定
置
網
漁
で
は
、
今
で
こ
そ
効
率
化
の
た

め
に
巻
き
上
げ
機
や
動
力
船
を
使
っ
て
い
ま

す
が
、
も
と
も
と
は
そ
ん
な
物
の
な
い
時
代

か
ら
行
わ
れ
て
き
た
漁
法
で
す
。
漁
師
の
数

さ
え
揃
え
ば
、
皆
さ
ん
の
国
で
も
で
き
る
は

ず
で
す
」
と
強
調
し
た
酒
井
社
長
。
ア
フ
リ

カ
に
こ
の
技
術
を
伝
え
に
来
る
気
は
あ
り
ま

す
か
、
と
尋
ね
ら
れ
て
「
も
ち
ろ
ん
で
す
。

ぜ
ひ
、一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」と
即
答
し
た
。

「
天
然
の
い
け
す
」の
豊
か
さ
を

生
か
す
資
源
管
理
型
漁
業

ア
フ
リ
カ
漁
業
の
課
題
解
決
に

日
本
の
知
恵
へ
の
期
待

能登半島の付け根にある大泊鼻（石
川県七尾市）から黒部川の河口に位
置する生地鼻（富山県黒部市）まで
広がる内湾。沿岸からすぐ水深１,００
０メートルに達する海は、立山連峰から
流れ込む栄養分豊富な表層水のほ
か、浅い部分には対馬暖流が流れ込
み、深い部分には冷たい海洋深層水
をたたえていることから、約５００種の
魚がすみ、多くの漁港が栄えている。
特に、１５７０年ごろに始まった定置網
漁が盛ん。

富山湾

箱網の起こしを手伝う研修員たち。ただ引き上げるだけでなく、その場で仕掛けを海に戻していくことに驚いていた

安土桃山時代に始まったとされる富山湾の伝統漁法「越中式定置網」。
魚の豊富なこの地で培われた知恵が、世界各地に広がろうとしている。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

45

フ
リ
カ
の
８
カ
国
か
ら
14
人
の
研
修
員
が
集

ま
っ
た
。
二
週
間
半
の
研
修
で
、
定
置
網
漁

の
ほ
か
、
魚
の
養
殖
や
水
産
行
政
な
ど
に
つ

い
て
も
学
ぶ
。

　「
地
中
海
沿
岸
に
は
20
を
超
え
る
国
が
あ

り
、
競
っ
て
漁
を
し
て
い
ま
す
。
水
産
資
源

の
管
理
は
私
た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
で

す
」
と
言
う
の
は
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
漁
業
水
産

資
源
省
の
ラ
ド
ワ
ン
・
ベ
ン
ジ
ニ
さ
ん
。
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
の
西
隣
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
来
た
農

水
産
省
の
ハ
リ
ッ
ド
・
エ
ル
ラ
ヒ
ミ
さ
ん
と
、

同
じ
く
東
隣
の
チ
ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
参
加
し
た

ス
フ
ァ
ッ
ク
ス
県
農
業
開
発
地
域
事
務
所
の

ム
テ
ィ
ア
・
ガ
ル
シ
さ
ん
も
同
じ
意
見
だ
。

エ
ル
ラ
ヒ
ミ
さ
ん
が
「
地
中
海
に
は
ア
フ
リ

カ
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
も
あ

り
ま
す
か
ら
ね
」
と
言
う
と
、
ガ
ル
シ
さ
ん

が
う
な
ず
い
た
。「
し
か
も
、
魚
は
移
動
し
ま

す
。
一
つ
の
国
で
資
源
を
管
理
し
て
も
、
隣

の
国
が
捕
っ
て
し
ま
え
ば
意
味
が
な
い
ん
で

す
」

　
酒
井
社
長
は
定
置
網
漁
法
を
行
う
だ
け
で

な
く
、
船
上
で
活
け
締
め
し
た
魚
の
直
販
や
、

若
手
漁
師
の
定
着
や
定
置
網
漁
の
知
識
の
継

承
に
つ
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
っ
て

い
る
。
参
加
者
は
、
直
販
で
の
配
送
時
間
や

鮮
度
と
品
質
を
保
つ
方
法
、

集
金
の
仕
組
み
な
ど
に
つ

い
て
熱
心
に
質
問
し
て
い

た
。
翌
朝
に
は
配
達
さ
れ

る
宅
配
便
や
保
冷
袋
を
使

っ
た
鮮
度
の
維
持
、
代
金

引
換
の
仕
組
み
な
ど
を
聞

い
た
ガ
ボ
ン
農
業
家
畜
水

富 山  湾

午前３時の出港に備えて漁船に乗り込む。中には初めて漁船に乗った研修員もいた

破れた網を、その場です
ばやく繕って海に戻す。そ
の場で戻すので、仕掛け
直す手間が掛からない

伝統漁法で　海の資源を守る

鹿渡島定置の事務所で意見交換。赤い旗の左が酒井社長、その
隣にいるのは若手漁師の栗原智章さんと順毛弘英さん

市場での競りを見守る。魚の
急速冷凍など、日本の市場の
設備にも感心していた

富山湾で連綿と受け継がれてきた伝統漁法が、
世界の水産資源保護に貢献する日も近い

じゅん  け ひろ  ふさ

し
ま

か   

ど

富山県

富山湾

おおどまりばな

いく   じ  はな
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環
境
問
題
へ
の
興
味
か
ら
開
発
協
力
の

道
に
足
を
踏
み
入
れ
た
礒
貝
白
日
さ
ん
。

J
I
C
A
で
主
に
取
り
組
ん
で
き
た
分

野
は
、意
外
に
も
国
内
で
の
連
携
事
業

だ
。国
内
・
海
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者

を
つ
な
ぐ
J
I
C
A
の
活
動
を「
ジ
ャ
パ

ン
ブ
ラ
ン
ド
」と
い
う
事
業
モ
デ
ル
に
整

理
し
て
、発
信
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

私
は
大
学
時
代
、環
境
経
済
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

当
時
は
京
都
議
定
書
の
採
択
な
ど
も
あ
っ
て
環
境
問

題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
今
後
は
自
分
た
ち

の
日
々
の
生
活
に
お
い
て
も
、
ま
た
企
業
や
行
政
な

ど
多
く
の
ア
ク
タ
ー
に
と
っ
て
も
環
境
問
題
は
連
携

し
て
取
り
組
む
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
と
し
て
重
要
と

考
え
た
の
が
、
環
境
分
野
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
き

っ
か
け
で
す
。

　

当
初
は
J
I
C
A
は
も
ち
ろ
ん
、
開
発
協
力
も
よ

く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
途
上
国
の
環
境
問
題
に

関
心
を
持
ち
、
地
元
の
J
I
C
A
事
務
所
で
開
か
れ

た
開
発
協
力
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
時
に
N
G
O
や
J
I
C
A
な
ど
の
関
係
者
か
ら

話
を
聞
き
、
途
上
国
と
日
本
各
地
の
関
係
者
を
つ
な

い
で
開
発
協
力
に
取
り
組
む
仕
事
に
興
味
を
抱
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
大
学
院
で
環
境
分
野
や
国
際
協
力

で
の
多
彩
な
ア
ク
タ
ー
の
協
力
に
魅
力
を
感
じ
、

J
I
C
A
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
な
ど
を
経
て
、
２

０
０
２
年
に
入
構
し
ま
し
た
。

　

最
初
の
配
属
先
は
J
I
C
A
中
部
で
、
地
域
の
関

係
者
を
つ
な
ぐ
現
場
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

メ
キ
シ
コ
事
務
所
や
中
南
米
部
、
地
球
ひ
ろ
ば
の
担

当
な
ど
を
経
て
、
企
画
部
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

企
画
部
は
J
I
C
A
事
業
全
体
の
戦
略
策
定
や
制

度
設
計
支
援
な
ど
を
行
う
部
署
で
す
。
J
I
C
A
全

体
の
事
業
計
画
や
戦
略
を
、
各
部
署
や
外
務
省
な
ど

と
調
整
、
協
力
し
て
組
み
立
て
て
い
き
ま
す
。

　

企
画
部
で
手
掛
け
て
い
る「
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
」

は
、
開
発
協
力
の
現
場
で
培
わ
れ
た
日
本
発
の
ユ
ニ

ー
ク
な
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
・
技
術
な
ど
を
事
業
モ
デ

ル
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
現
在
は
J
I
C
A

を
挙
げ
た
取
り
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
協
力
現
場
で

活
用
す
る
と
と
も
に
、「
日
本
の
強
み
」
と
し
て
国

内
外
へ
の
発
信
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

メ
キ
シ
コ
事
務
所
時
代
、
現
地
の
人
た
ち
と
話
し

合
っ
て
い
る
と
、
日
本
の
こ
の
知
見
を
共
有
し
て
ほ

し
い
と
相
手
側
が
現
地
か
ら
具
体
的
に
求
め
て
く
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。メ
キ
シ
コ
は
中
進
国
で
、

技
術
面
で
も
多
く
の
分
野
で
高
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て

い
ま
す
。
彼
ら
は
自
分
た
ち
の
状
況
を
把
握
し
て
い

て
、
自
分
た
ち
に
は
経
験
が
足
り
な
い
が
、
日
本
が

得
意
な
分
野
で
協
力
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
た
の

で
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
に
は
、
私
た
ち
が
一
方

的
に
協
力
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
作
っ
て
押
し
付
け
る
の

で
は
な
く
、
協
力
相
手
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
し
て
現
地
に
合
っ
た
協
力
の
形
を
組
み
立
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

柔
軟
性
は
、
日
本
の
開
発
協
力
の
強
み
の
一
つ
で

も
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
は
60
年
間
の

O
D
A
の
経
験
で
培
っ
て
き
た
知
識
を
生
か
し
て
、

分
野
や
テ
ー
マ
ご
と
に
協
力
の
形
を
分
か
り
や
す
く
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現
場
の
目
線
を
忘
れ
ず
に
連
携
を
後
押
し
し
た
い

地球ひろば時代の礒貝さん。国内の関係者と連携するのも大切な役目だ

From Headquarters

国
際
社
会
の
中
で

人
や
地
域
を
つ
な
ぐ
役
割

現
地
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た

協
力
の
大
切
さ

日
本
の
強
み
を
分
か
り
や
す
く

世
界
と
対
話
し
な
が
ら
発
信

整
理
し
、
そ
れ
を
基
に
各
国
の
状
況
に
合
っ
た
協
力

を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
実

際
の
事
業
モ
デ
ル
を
進
化
さ
せ
て
い
く
の
は
、

J
I
C
A
事
業
部
は
も
ち
ろ
ん
、
開
発
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
国
内
の
民
間
企
業
、
省
庁
・
自
治
体
・
大

学
の
専
門
家
、
協
力
先
の
現
地
の
関
係
者
な
ど
、
現

場
で
協
力
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
々
で
す
。
一
方
的

に
支
援
の
在
り
方
を
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、
お
互

い
に
打
ち
合
わ
せ
て
、
現
場
や
地
方
か
ら
の
声
を
生

か
し
た
開
発
協
力
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
、
日
本
な
ら
で
は
の
強
み
を
生
か
す
こ
と
に
な
る

と
思
う
の
で
す
。

　

今
回
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
保
健
分
野
や
カ
イ
ゼ

ン
運
動
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
や
防
災
な
ど
の
技

術
、
法
整
備
や
理
数
科
教
育
支
援
な
ど
の
ソ
フ
ト
の

分
野
で
も
、
日
本
の
支
援
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
多
方
面
か
ら
知
恵
を
借
り
な
が

ら
、
現
場
の
人
た
ち
が
活
用
で
き
る
事
業
モ
デ
ル
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大学卒業後、2002年に
JICAに就職。JICA中部、メ
キシコ事務所、中南米部、地
球ひろばなどを経て2014年
１月より現職。

企画部　総合企画課

礒貝 白日
ISOGAI Shirohi

メキシコ事務所時代。人々へのヒアリ
ングで、地元のニーズを把握



25　                   September 2015

SEPTEMBER 2015

　

７
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
の
３
日
間
、

ワ
シ
ン
ト
ン
の
世
界
銀
行
本
部
に
お
い

て
、
J
I
C
A
と
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ

の
間
で
第
２
回
目
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
対
話

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
J
I
C
A
か
ら

は
田
中
明
彦
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る

約
20
人
の
役
職
員
が
、
世
界
銀
行
グ
ル

ー
プ
か
ら
は
ジ
ム
・
ヨ
ン
・
キ
ム
総
裁

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
・
分
野

を
担
当
す
る
副
総
裁
以
下
の
役
職
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
昨
年
７
月
の
第
１
回
ハ

イ
レ
ベ
ル
対
話
か
ら
の
進
捗
を
確
認
す

る
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
な
ど
へ
の
支
援
に
お
け
る
今
後
の
連

携
の
方
向
性
を
議
論
。
２
日
目
に
は
よ

り
詳
細
な
協
議
を
経
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
防
災
分
野
や
ネ
パ
ー
ル
の
震
災
後
の

住
宅
復
興
事
業
な
ど
を
協
調
し
て
実
施

す
る
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

2
0
1
6
年
に
開
催
予
定
の
第
６
回
ア

フ
リ
カ
開
発
会
議
（
T
I
C
A
D
Ⅵ
）
を

見
据
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
域
交
通
、
保

健
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
も
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

田
中
理
事
長
は
、
３
日
目
に
実
施
さ

れ
た
世
界
銀
行
理
事
会
メ
ン
バ
ー
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
で
、
J
I
C
A
が
取
り
組
ん

で
き
た
災
害
後
の
復
旧
か
ら
復
興
ま
で

の
シ
ー
ム
レ
ス
な
（
切
れ
目
の
な
い
）
支

援
に
つ
い
て
講
演
。
そ
の
中
で
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
や
ネ
パ
ー
ル
で
の
J
I
C
A
の
取

り
組
み
を
取
り
上
げ
、
今
年
３
月
に
仙

台
で
開
催
さ
れ
た
第
３
回
国
連
防
災
世

界
会
議
で
、
そ
の
重
要
性
が
広
く
認
識

さ
れ
た
「
よ
り
良
い
復
興
（B

uild B
a-

ck B
etter

）」
の
考
え
に
基
づ
き
実
施
し

て
き
た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
中
理
事
長
は
開
発
途
上
国

の
災
害
復
興
に
お
い
て
は
、
時
間
・
手
段
・

資
金
の
３
つ
の
側
面
に
お
い
て
支
援
の

ギ
ャ
ッ
プ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
問

題
提
起
し
、
国
際
社
会
が
協
調
し
て
支

援
に
あ
た
る
こ
と
で
問
題
解
決
を
図
る

こ
と
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
各
国
の
理

事
と
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

J
I
C
A
と
世
界
銀
行
グ
ル
ー
プ
の

両
機
関
は
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ

ル
で
定
期
的
に
対
話
を
行
い
、
連
携
を

強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

JICAと世銀が連携強化へ 01

１日目の全体セッションの様子（写真提供：世界銀行）

03田中理事長がキューバとセントルシアを訪問
　

田
中
明
彦
J
I
C
A
理
事
長
は
、
７
月

８
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
キ
ュ
ー
バ
を
訪

問
し
、
ム
リ
ー
ジ
ョ
閣
僚
評
議
会
副
議
長

兼
経
済
企
画
大
臣
を
は
じ
め
と
す
る
政
府

要
人
と
面
談
を
行
っ
た
ほ
か
、
ハ
バ
ナ
大

学
に
お
い
て
「
J
I
C
A
に
よ
る
対
キ
ュ

ー
バ
協
力
―
人
的
資
源
開
発
に
焦
点
を

当
て
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
演
で
は
、「
食
料
増
産
」「
環
境
保
全
」

「
保
健
医
療
分
野
で
の
官
民
連
携
」
の
３

つ
が
J
I
C
A
の
対
キ
ュ
ー
バ
支
援
の
重

点
分
野
で
あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
人
材
育

成
に
一
層
注
力
し
て
い
く
意
向
を
表
明
。

具
体
的
に
は
、今
後
５
年
間
で
毎
年
60
人
、

計
３
０
０
人
の
キ
ュ
ー
バ
政
府
関
係
者
を

日
本
に
招
き
、
開
発
課
題
の
解
決
に
向
け

て
協
力
す
る
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
田
中
理
事
長
は
セ
ン
ト
ル
シ
ア

も
訪
問
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
20
周

年
式
典
」に
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

ア
ン
ソ
ニ
ー
首
相
が
、
教
育
や
社
会
福
祉

な
ど
多
岐
に
渡
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
貢
献

を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
協
力
の
継

続
に
強
い
期
待
を
示
し
ま
し
た
。

02　ノルウェーで「教育の質」の重要性を発信
　

田
中
明
彦
J
I
C
A
理
事
長
は
７
月
７

日
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
を
訪
問
し
、「
開

発
の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
オ
ス
ロ
サ
ミ
ッ

ト
」
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

教
育
へ
の
投
資
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
本
会
合
に
は
、

潘
基
文
国
連
事
務
総
長
を
は
じ
め
と
す
る
国

連
機
関
の
要
人
や
、
約
40
カ
国
の
首
相
・
閣

僚
の
ほ
か
、
２
０
１
４
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
者
の
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
氏
も
参
加
。

２
０
３
０
年
に
向
け
た
国
際
教
育
開
発
の
重

点
課
題
と
な
っ
て
い
る
、「
教
育
へ
の
投
資
」

「
女
子
教
育
」「
質
と
学
習
」「
緊
急
時
に
お
け

る
教
育
」
の
４
点
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
理
事
長
は
、
出
席
し
た
「
質
と
学
習
」

に
関
す
る
パ
ネ
ル
で
、
J
I
C
A
の
こ
れ
ま

で
の
協
力
の
経
験
を
踏
ま
え
、「
教
員
同
士

の
学
び
あ
い
」
や
「
学
校
と
地
域
社
会
の
間

の
信
頼
関
係
の
構
築
」
な
ど
が
教
育
の
質
の

向
上
に
重
要
で
あ
る
と
強
調
。
さ
ら
に
、
J

I
C
A
が
世
界
各
国
で
展
開
し
て
き
た
こ
れ

ら
の
支
援
が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
今
後
も
協
力
を
強
化
す
る
旨
を
述
べ
ま
し

た
。

パネリストとして発言する田中理事長

セントルシアJICAボランティア派遣20周年記念式典で
主催者あいさつをする田中理事長

パ
ン
・
ギ
ム
ン



　
ア
フ
リ
カ
中
東
部
の
小
さ
な
国
、
ル
ワ
ン
ダ
。
四
国
の

１
・
５
倍
ほ
ど
の
面
積
に
、
１
２
０
０
万
人
ほ
ど
が
住
む
、

ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
特
に
人
口
密
度
の
高
い
国
だ
。
こ
の

国
で
は
植
民
地
時
代
か
ら
独
立
後
の
今
に
至
る
ま
で
、
国

民
の
５
人
に
４
人
を
占
め
る
フ
ツ
と
少
数
派
の
ツ
チ
の
間

で
確
執
が
続
い
て
お
り
、
１
９
９
４
年
に
は
１
２
０
万
人

が
命
を
失
っ
た
「
ル
ワ
ン
ダ
虐
殺
」
が
起
き
た
。

　
そ
の
ル
ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
か
ら
車
で
２
時
間
行
っ

た
フ
イ
エ
県
に
、
虐
殺
の
被
害
者
と
な
っ
た
女
性
た
ち
が

立
ち
上
げ
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
が
あ
る
。
し
か

も
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
本
場
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
販
売
店

が
支
援
し
て
い
る
の
で
、
味
は
保
証
で
き
る
と
い
う
。
女

性
た
ち
の
活
動
へ
の
興
味
は
も
と
よ
り
、
東
ア
フ
リ
カ
の

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
に
も
興
味
が
湧
き
、
私
は
そ
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
屋
さ
ん
を
訪
ね
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
発
案
者
は
、
ル
ワ
ン
ダ
の
女
性
た
ち
に
よ
る
ド
ラ
ム
グ

ル
ー
プ
「
イ
ン
ゴ
マ
シ
ャ
」
の
創
立
者
で
も
あ
る
キ
キ
さ

ん
。「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
た
い
と
キ
キ

が
言
っ
た
と
き
は
驚
き
ま
し
た
。
当
時
、
私
は
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
な
ん
て
、
食
べ
る
ど
こ
ろ
か
知
り
も
し
な
か
っ
た

の
で
す
」
と
店
長
の
マ
リ
ー
・
ル
イ
ー
ズ
さ
ん
は
笑
う
。

イ
ン
ゴ
マ
シ
ャ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
公
演
の
た
め
に
訪
れ
た

オ
ラ
ン
ダ
で
、
キ
キ
さ
ん
に
無
理
や
り
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

を
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
そ
う
だ
。「
初
め
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
を
食
べ
た
と
き
は
、
冷
た
い
し
体
に
悪
そ
う
だ
し
、
お

い
し
い
と
は
全
く
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
食
べ
進

め
る
う
ち
に
、
ど
ん
ど
ん
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
魅
力
に
と

り
つ
か
れ
て
い
っ
た
の
で
す
」
と
彼
女
は
当
時
を
振
り
返

る
。

　
そ
の
後
、
彼
女
た
ち
は
、
偶
然
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

24

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
「
ブ
ル
ー
マ
ー
ブ
ル
・
ド

リ
ー
ム
ズ
」
の
ジ
ェ
ニ
ー
さ
ん
と
ア
レ
ク
シ
ス
さ
ん
に
、

ル
ワ
ン
ダ
初
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
シ
ョ
ッ
プ
設
立
の
支
援

を
熱
心
に
頼
み
込
ん
だ
。
も
と
も
と
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食

品
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
活
動
に
興
味
が
あ
っ
た
二
人
は
快
諾

し
、
メ
ン
バ
ー
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
作
り
方
や
店
の
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
徹
底
的
に
指
導
し
た
。
こ
う
し
た
努

力
が
実
り
、２
０
１
０
年
、地
元
フ
イ
エ
に
「
イ
ン
ゾ
ー
ジ
・

ン
ジ
ー
ザ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　「
虐
殺
の
後
、
世
界
か
ら
多
く
の
援
助
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
が
医
療
品
や
道
路
工
事
に
充
て
ら
れ

て
、
心
の
ケ
ア
は
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
人
生

と
は
、
た
だ
生
き
残
る
だ
け
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
に
は
何
か
を
楽
し
む
資
格
な
ど
な
い
と
思
い
込
ん
で

い
た
人
た
ち
に
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
喜
び
を
与
え
て
く

れ
る
の
で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
キ
ガ
リ
に
２
軒
目
を
作

る
た
め
「
ブ
ル
ー
マ
ー
ブ
ル
・
ド
リ
ー
ム
ズ
」
か
ら
「
イ

ン
ゾ
ー
ジ
・
ン
ジ
ー
ザ
」
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ

人
の
ロ
ー
ラ
さ
ん
だ
。

　
現
在
、「
イ
ン
ゾ
ー
ジ
・
ン
ジ
ー
ザ
」
は
、
大
学
生
か

ら
国
外
の
観
光
客
ま
で
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
に
な

っ
て
い
る
。
地
元
の
牛
乳
や
果
物
を
使
っ
た
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
は
６
種
類
。
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
味
や
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
味
な
ど
、
こ
の
地
な
ら
で
は
の
フ
レ
ー
バ
ー
も
あ
る
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
る
機
械
の
数
が
限
ら
れ
て
い
る
た

め
、
店
頭
で
食
べ
ら
れ
る
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
２
種
類
の

み
で
、
２
日
ご
と
に
入
れ
替
え
る
そ
う
だ
。
お
店
を
訪
れ

た
国
立
大
学
の
学
生
の
一
人
は
「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
と

て
も
冷
た
く
て
、
初
め
て
食
べ
た
と
き
は
び
っ
く
り
し
ま

し
た
。
で
も
、
慣
れ
る
と
お
い
し
く
感
じ
る
し
、
お
店
の

雰
囲
気
も
い
い
の
で
、
ま
た
来
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
た
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
「
イ

ン
ゾ
ー
ジ
・
ン
ジ
ー
ザ
」
だ
が
、
い
ま
だ
に
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
そ
の
も
の
の
知
名
度

の
低
さ
に
加
え
、
１
週
間
に
２
回
は
起
こ
る
停
電
は
特
に

深
刻
だ
。
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
機
械
は
南
ア
フ
リ
カ
か
ら

取
り
寄
せ
た
も
の
で
、
壊
れ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
直
せ
る

メ
カ
ニ
ッ
ク
は
、
こ
の
国
で
は
首
都
キ
ガ
リ
に
一
人
し
か

い
な
い
と
い
う
。

　「
改
善
す
べ
き
点
は
多
々
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
与
え
て
く
れ
る
幸
せ
を
多
く
の
人
に
伝

え
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」。
虐
殺
で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
失
っ
た
マ

リ
ー
・
ル
イ
ー
ズ
さ
ん
は
、
自
分
の
夢
を
そ
う
語
っ
て
く

れ
た
。

小
宮 

理
奈

国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）

タ
ン
ザ
ニ
ア
・
カ
ス
ル
事
務
所

ル
ワ
ン
ダ
の
甘
い
夢

注文したアイスクリームを慣れた
手つきで皿に盛るスタッフ。この
日のメニューはストロベリーとチョ
コレートだった

和気あいあいと語らうスタッフたち。お揃いのバンダナはアフリカならではの染め布で作った

店先にある可愛らしい立て看板。
アイスクリームは体に悪いというイ
メージを払拭するため、「健康のた
めに食べよう！」と呼び掛けている

〈
P
r
o
f
i
l
e
〉

こ
み
や
・
り
な

1
9
8
8
年
、東
京
都
出
身
。London S

chool of E
conom

ics 

大
学
院
卒

業
後
、
国
連
児
童
基
金
（
U
N
I
C
E
F
）
ウ
ガ
ン
ダ
事
務
所
や
N
G
O
な

ど
を
経
て
、
現
在
は
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
U
N
H
C
R
）
タ
ン

ザ
ニ
ア
・
カ
ス
ル
事
務
所
に
勤
務
。
そ
の
傍
ら
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー

と
し
て
開
発
途
上
国
に
関
す
る
記
事
を
雑
誌
な
ど
で
発
表
し
て
い
る
。

元気いっぱいの笑顔を浮かべる
店長のマリー・ルイーズさん

「甘い夢」と名付けられたアイスクリームショップ。
この国では、アイスクリームはあまり知られていない

取材協力：大和田美香さん
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　日本の協力には、開発途上国の「オーナーシップ」
の尊重や人間の安全保障の重視、人材育成とインフ

ラ整備を通じた長期的視点に立った協力といった特

徴があります。中でも、日本が得意とするインフラ整備

では、使いやすく長持ちするだけでなく、環境に優しく

災害にも強い「質の高さ」が現地から評価されていま

す。こうしたインフラは価格が高くみえるものの、長期

的に見れば安くつくものです。

　例えば、日本の誇る新幹線ではスピードのみなら

ず、安全性や定時運行率の高さ、災害時の対応能力な

国際協力における日本ブランドとは？

　中根一幸外務大臣政務官は、７月23日から25日の日程で、東
ティモールを訪問しました。東ティモールでは、インドネシア統治時
代にNHKのテレビドラマ「おしん」が放映され、国民に大人気でし
た。独立とともに放映は中断されましたが、東ティモール政府要人
からの強い希望で、今回劇場版「おしん」に地元テトゥン語の字
幕を付けた映像素材が、東ティモール唯一のテレビ局である
RTTL（東ティモールラジオテレビ局）に寄贈されることとなり、その
贈呈式が中根政務官の出席の下、首都ディリの日本大使公邸で
開催されました。贈呈式には、ラモス・ホルタ前大統領をはじめ、グ
テレス社会連帯大臣など、東ティモール政府要人や報道関係者
も出席し、劇場版「おしん」の試写も行われました。今後、RTTL
で、劇場版「おしん」が放映される予定です。
　また、中根政務官はU-19サッカー東ティモール代表チームの
活動も視察しました。同チームは、日本サッカー協会から東ティモ
ールに派遣されている元Ｊリーガーの古賀琢磨氏が監督を務めて
おり、国際大会で好成績を収めるなど、成果を上げています。
　21世紀最初の独立国である東ティモールでも、日本のソフトパ
ワーは、このように広く人々に愛され、社会に役立てられています。

東ティモール民主共和国で「おしん」

A1.

　日本の中小企業が持つ高い技術やノウハウ、優れた
人材も日本の強み、日本の価値あるブランドといえる

でしょう。

　日本には海外で活用できる独自の技術を持つ中小

企業が数多くありますが、自分たちだけで海外に進出

するのはコストやネットワークの面で簡単ではありま
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実験、事業計画の策定などについてODAで支援する

枠組みを立ち上げました。

インフラのような大規模なも　　　 の以外にも、日本の強みはあるの？

Q1.

宮下 匡之

ど維持・管理の面でも優れており、総合的に見た「質

の高さ」に関心が集まっています。「質の高いインフ

ラ」が国際社会において幅広く受け入れられること

により、途上国の人々が質の高い成長を実感できる

ことが大切です。

　こうした考えに基づき、新幹線はもちろん、日本の

優れた技術を活用した道路・橋・港・空港などの交

通インフラから、発電所・堤防に至るまでの「質の高

いインフラ」を、日本の誇るべきブランドとして推進

しています。

　実は、皆さんの生活を直接支えている地方自治体
の持つ技術の中にも、世界最高水準を誇るものがあ

ります。

　例えば、皆さんが当たり前のように使っている水道

は、自治体が運営しているものです。そこには、水源の

確保から水道水の水質管理、家庭やオフィスへの給水
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つぎ込まれています。水を使った後の下水の処理や、

廃棄物（ごみ）の処理についても同じですね。これらの

技術で独自の特許を持っている自治体もあります。

　途上国では、上下水道や廃棄物処理の仕組みがき

企業以外にも「ジャパンブランド」の可能性はあるの？

　この制度は、民間企業もJICAの資金やネットワークを活

用しながら海外ビジネスの足がかりをつかむことができ

ると大変好評です。開発途上国にとっても、開発課題の解
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と思います。

1992年外務省入省。海外勤務時代に国連代表部で「ミレ
ニアム開発目標」を担当。在ブラジル日本大使館では経済
協力などに携わる。国際協力局の勤務は３回目。

ちんと整備されていないところが少なくありません。

日本の自治体がこうした技術やノウハウを自治体の

専門家を介してきめ細かく提供することは、現地の開

発課題の解決に大きく役立つものです。同時に自治

体にとっても、成熟した国内市場では経験しづらい幅

広い現場体験を若手技術者が積む貴重な機会となっ

ているとの声もあります。こうした協力がきっかけと

なり、国際交流が広がっていくケースもみられます。

日本という国、あるいは協力する町のイメージが、技

術とともに海外に広がっていくのは、うれしいことで

すよね。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

日本の協力で作られた
フィリピンの高架鉄道

MIYASHITA Tadayuki

外務省　国際協力局 開発協力総括課長

A2.

Q2.

A3.

Q3.

［左］劇場版「おしん」の
映像素材の贈呈式にて
［上］U-19サッカー東テ
ィモール代表チームのメ
ンバーに練習用ユニフ
ォームを贈呈する中根
政務官

テーマ

ジャパンブランド
1

「質の高いイン
フラ」の推進を通

じて、

日本ブランドのイ
ンフラ海外展開

と途

上国の質の高い
成長の両立を目

指す

2
中小企業はじめ

民間企業の誇る
べき

技術・ノウハウを
ＯＤＡを通じて

海外

展開する枠組み
に注目

3
暮らしに身近な

地方自治体の技
術に

も、世界レベルで
日本ブランドを展

開

できるチャンスが
ある
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朝日に浮かぶコンポンチャムの
シンボル竹の橋。とはいえこの
橋は乾期の間しか存在しない

　
乾
期
に
だ
け
存
在
す
る
竹
の
橋
が
あ
る

と
い
う
。メ
コ
ン
川
の
岸
辺
か
ら
カ
オ
ー
・

パ
ン
と
い
う
中
州
に
架
か
る
橋
で
、
雨
期

に
な
る
と
川
の
増
水
で
流
さ
れ
る
た
め
、

乾
期
に
再
度
架
け
直
す
ら
し
い
。
場
所
は

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
北
東
１
２
４
キ
ロ
、
メ
コ

ン
川
と
国
道
７
号
線
が
交
差
す
る
コ
ン
ポ

ン
チ
ャ
ム
と
い
う
町
だ
。
橋
を
見
る
に
は

乾
期
に
訪
れ
る
し
か
な
い
が
、
そ
の
都
度

架
け
直
す
と
い
う
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
小

さ
な
も
の
だ
ろ
う
。
毎
年
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
抱
き
、
雨

期
前
の
四
月
に
訪
ね
た
。

　
中
国
が
建
設
し
た
「
プ
レ
ッ
ク
タ
マ
ッ
ク

橋
」
を
渡
り
、
仏
教
国
ら
し
く
托
鉢
す
る

お
坊
さ
ん
の
姿
や
放
牧
、
農
作
業
風
景
な

ど
を
横
目
に
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
を
目
指
し

て
い
る
と
、
街
道
沿
い
の
屋
台
で
揚
げ
た

竹
の
橋
は

乾
期
の
風
物
詩

車なども渡るので傷みが激しく、炎天下のもと毎日橋の修復は行われていた
チャム族の村を訪れると大勢の子どもたちがいて、自転車に乗ったり駄菓子屋の前に集まって何をするでもなく
遊んでいた

橋を渡った中州は一大海水浴場で大人から子どもまで楽しそう
に水遊びしていた

竹の橋の袂では投網が行われていた。弧を描くように投げた網は絵に描いたようにぱっと広がった

南国特有のヤシの木が生い茂る草原で牧草をはみながらのんびり過ごす牛たち

市場では肉や野菜、果物などいろいろ売られている。まるでジョーロの先のように見えるのはハスの実で、種を食べる

ハンモックで子どもをあやす
お母さん。ハンモックをいす代
わりに使用しているのをこの
地域を訪れて初めて知った

刈り取った牧草を牛車に積
んで運ぶ村人たち。子どもた
ちも一生懸命親の手伝いを
していた

Cambodia
［カンボジア］

写真・文＝鎌澤久也（フォトジャーナリスト）

地球ギャラリー vol.84

「
ク
モ
」
を
売
っ
て
い
た
。
私
は
ゲ
テ
モ
ノ

の
類
は
か
な
り
食
べ
て
き
た
が
、
ク
モ
を

見
る
の
は
初
め
て
だ
。
食
べ
て
み
た
い
気

も
し
た
が
、
今
回
は
暑
さ
に
も
負
け
遠
慮

し
た
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
を
売
る
傍
ら
で

刺
し
ゅ
う
す
る
女
性
や
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
で

子
ど
も
を
あ
や
す
母
親
な
ど
、
街
道
と
は

い
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
間
模
様
が
見

え
隠
れ
す
る
。
村
に
入
る
と
な
お
さ
ら
だ
。

［右］コンポンチャムの市場をの
ぞくと、爪をきれいにするネイル
屋さんも多く見掛けた
［左］細かな刺しゅうに精を出す
女性。仕事の合間の手仕事だ
が見事な模様を紡ぎだしていた

交通の手段でもあるトラクターの荷台に乗り込みプレックタマック橋を渡る人々

竹だけで造った橋はギシギシ音がするが人だけでなく馬車やバイクも渡っていた

地球ギャラリー vol.84

地球ギャラリー vol.84

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
友
好
の
証
と
し
て
名

付
け
ら
れ
、日
本
の
援
助
で
作
ら
れ
た「
き

ず
な
橋
」
を
渡
り
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
に

入
る
と
、
水
上
生
活
者
が
視
界
に
入
り
、

そ
の
奥
に
目
当
て
の
竹
の
橋
が
確
認
で
き

た
。
近
づ
く
と
車
や
馬
車
、
バ
イ
ク
な
ど

が
通
れ
る
堂
々
と
し
た
橋
で
は
な
い
か
。

し
か
も
数
百
メ
ー
ト
ル（
そ
れ
で
も
長
い
）

ぐ
ら
い
と
想
像
し
て
い
た
の
に
２
キ
ロ
前

後
は
優
に
あ
る
。
そ
れ
を
毎
年
架
け
直
し

て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ

て
こ
の
橋
は
精
神
的
な
拠
り
ど
こ
ろ
に
な

っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
メ
コ
ン
川

の
ほ
と
り
で
は
、
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル

が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、夕
涼
み
し
て
い
る
。

手
漕
ぎ
の
ボ
ー
ト
も
彩
を
添
え
る
か
の
よ

う
に
何
艘
か
川
に
浮
か
ん
で
い
て
、
投
網

作
業
を
し
て
い
た
。

　
ギ
シ
ギ
シ
音
を
た
て
な
が
ら
橋
を
渡
っ

て
い
る
と
、
な
ん
と
、
大
勢
の
人
た
ち
が

壊
れ
た
箇
所
を
修
復
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
竹
を
何
層
に
も
重
ね
て
作
っ
て
い
る

だ
け
な
の
で
、
車
や
馬
車
な
ど
が
通
る
と

傷
み
も
激
し
く
、
常
時
、
修
復
作
業
が
必

要
な
の
だ
。
中
州
に
は
恒
久
的
な
橋
が
架

か
っ
た
た
め
、
竹
の
橋
は
今
年
で
見
納
め

だ
と
い
う
話
も
聞
い
た
。
だ
け
れ
ど
も
観

光
の
目
玉
に
も
な
る
し
、
何
よ
り
地
元
の

人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ

と
実
感
し
、
無
く
な
る
こ
と
な
ど
あ
り
得

な
い
と
思
っ
た
。

　
橋
を
渡
り
切
る
と
、
そ
こ
は
一
大
海
水

浴
場
だ
っ
た
。
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
付
け
る

太
陽
の
も
と
、
簡
易
の
小
屋
で
は
若
者
た

ち
が
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
寝
転
ん
だ
り

し
て
い
る
。
母
親
に
連
れ
ら
れ
た
子
ど
も

た
ち
も
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ベ
ス
ト
を
着
て

大
は
し
ゃ
ぎ
。
メ
コ
ン
川
の
流
れ
が
、
つ

か
の
間
の
幸
せ
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。

　
私
は
メ
コ
ン
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
写
真
を

撮
り
続
け
て
い
る
。
ど
の
国
の
人
た
ち
も

自
然
と
対
峙
し
、
う
ま
く
共
存
す
る
こ
と

で
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
堅

持
し
、
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
屈
託
の
な

い
笑
顔
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
ふ
と
豊
か
な
世
界
と
は
何
な
の

だ
ろ
う
と
、
竹
の
橋
を
渡
り
な
が
ら
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
と
は
そ

ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

鎌
澤 

久
也
（
か
ま
ざ
わ
き
ゅ
う
や
）

岩
手
県
生
ま
れ
。日
本
写
真
家
協
会
会
員
、

駒
澤
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。メ
コ
ン
川
や

長
江
な
ど
、人
と
川
と
の
関
わ
り
を
追
い
続

け
る
。東
日
本
大
震
災
以
後
は
出
身
地
大
船

渡
市
を
中
心
に
復
興
す
る
姿
を
記
録
。『
雲

南
』『
メ
コ
ン
街
道
』な
ど
著
書
多
数
。

た
く
は
つ
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の
人
た
ち
が

壊
れ
た
箇
所
を
修
復
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
竹
を
何
層
に
も
重
ね
て
作
っ
て
い
る

だ
け
な
の
で
、
車
や
馬
車
な
ど
が
通
る
と

傷
み
も
激
し
く
、
常
時
、
修
復
作
業
が
必

要
な
の
だ
。
中
州
に
は
恒
久
的
な
橋
が
架

か
っ
た
た
め
、
竹
の
橋
は
今
年
で
見
納
め

だ
と
い
う
話
も
聞
い
た
。
だ
け
れ
ど
も
観

光
の
目
玉
に
も
な
る
し
、
何
よ
り
地
元
の

人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ

と
実
感
し
、
無
く
な
る
こ
と
な
ど
あ
り
得

な
い
と
思
っ
た
。

　
橋
を
渡
り
切
る
と
、
そ
こ
は
一
大
海
水

浴
場
だ
っ
た
。
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
付
け
る

太
陽
の
も
と
、
簡
易
の
小
屋
で
は
若
者
た

ち
が
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
寝
転
ん
だ
り

し
て
い
る
。
母
親
に
連
れ
ら
れ
た
子
ど
も

た
ち
も
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ベ
ス
ト
を
着
て

大
は
し
ゃ
ぎ
。
メ
コ
ン
川
の
流
れ
が
、
つ

か
の
間
の
幸
せ
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。

　
私
は
メ
コ
ン
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
写
真
を

撮
り
続
け
て
い
る
。
ど
の
国
の
人
た
ち
も

自
然
と
対
峙
し
、
う
ま
く
共
存
す
る
こ
と

で
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
堅

持
し
、
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
屈
託
の
な

い
笑
顔
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
ふ
と
豊
か
な
世
界
と
は
何
な
の

だ
ろ
う
と
、
竹
の
橋
を
渡
り
な
が
ら
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
と
は
そ

ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

鎌
澤 

久
也
（
か
ま
ざ
わ
き
ゅ
う
や
）

岩
手
県
生
ま
れ
。日
本
写
真
家
協
会
会
員
、

駒
澤
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。メ
コ
ン
川
や

長
江
な
ど
、人
と
川
と
の
関
わ
り
を
追
い
続

け
る
。東
日
本
大
震
災
以
後
は
出
身
地
大
船

渡
市
を
中
心
に
復
興
す
る
姿
を
記
録
。『
雲

南
』『
メ
コ
ン
街
道
』な
ど
著
書
多
数
。

た
く
は
つ



朝日に浮かぶコンポンチャムの
シンボル竹の橋。とはいえこの
橋は乾期の間しか存在しない

　
乾
期
に
だ
け
存
在
す
る
竹
の
橋
が
あ
る

と
い
う
。メ
コ
ン
川
の
岸
辺
か
ら
カ
オ
ー
・

パ
ン
と
い
う
中
州
に
架
か
る
橋
で
、
雨
期

に
な
る
と
川
の
増
水
で
流
さ
れ
る
た
め
、

乾
期
に
再
度
架
け
直
す
ら
し
い
。
場
所
は

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
北
東
１
２
４
キ
ロ
、
メ
コ

ン
川
と
国
道
７
号
線
が
交
差
す
る
コ
ン
ポ

ン
チ
ャ
ム
と
い
う
町
だ
。
橋
を
見
る
に
は

乾
期
に
訪
れ
る
し
か
な
い
が
、
そ
の
都
度

架
け
直
す
と
い
う
の
だ
か
ら
、
き
っ
と
小

さ
な
も
の
だ
ろ
う
。
毎
年
同
じ
こ
と
を
繰

り
返
し
て
い
る
こ
と
に
興
味
を
抱
き
、
雨

期
前
の
四
月
に
訪
ね
た
。

　
中
国
が
建
設
し
た
「
プ
レ
ッ
ク
タ
マ
ッ
ク

橋
」
を
渡
り
、
仏
教
国
ら
し
く
托
鉢
す
る

お
坊
さ
ん
の
姿
や
放
牧
、
農
作
業
風
景
な

ど
を
横
目
に
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
を
目
指
し

て
い
る
と
、
街
道
沿
い
の
屋
台
で
揚
げ
た

竹
の
橋
は

乾
期
の
風
物
詩

車なども渡るので傷みが激しく、炎天下のもと毎日橋の修復は行われていた
チャム族の村を訪れると大勢の子どもたちがいて、自転車に乗ったり駄菓子屋の前に集まって何をするでもなく
遊んでいた

橋を渡った中州は一大海水浴場で大人から子どもまで楽しそう
に水遊びしていた

竹の橋の袂では投網が行われていた。弧を描くように投げた網は絵に描いたようにぱっと広がった

南国特有のヤシの木が生い茂る草原で牧草をはみながらのんびり過ごす牛たち

市場では肉や野菜、果物などいろいろ売られている。まるでジョーロの先のように見えるのはハスの実で、種を食べる

ハンモックで子どもをあやす
お母さん。ハンモックをいす代
わりに使用しているのをこの
地域を訪れて初めて知った

刈り取った牧草を牛車に積
んで運ぶ村人たち。子どもた
ちも一生懸命親の手伝いを
していた

Cambodia
［カンボジア］

写真・文＝鎌澤久也（フォトジャーナリスト）
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「
ク
モ
」
を
売
っ
て
い
た
。
私
は
ゲ
テ
モ
ノ

の
類
は
か
な
り
食
べ
て
き
た
が
、
ク
モ
を

見
る
の
は
初
め
て
だ
。
食
べ
て
み
た
い
気

も
し
た
が
、
今
回
は
暑
さ
に
も
負
け
遠
慮

し
た
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
を
売
る
傍
ら
で

刺
し
ゅ
う
す
る
女
性
や
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
で

子
ど
も
を
あ
や
す
母
親
な
ど
、
街
道
と
は

い
い
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
人
間
模
様
が
見

え
隠
れ
す
る
。
村
に
入
る
と
な
お
さ
ら
だ
。

［右］コンポンチャムの市場をの
ぞくと、爪をきれいにするネイル
屋さんも多く見掛けた
［左］細かな刺しゅうに精を出す
女性。仕事の合間の手仕事だ
が見事な模様を紡ぎだしていた

交通の手段でもあるトラクターの荷台に乗り込みプレックタマック橋を渡る人々

竹だけで造った橋はギシギシ音がするが人だけでなく馬車やバイクも渡っていた
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カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
友
好
の
証
と
し
て
名

付
け
ら
れ
、日
本
の
援
助
で
作
ら
れ
た「
き

ず
な
橋
」
を
渡
り
、
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
に

入
る
と
、
水
上
生
活
者
が
視
界
に
入
り
、

そ
の
奥
に
目
当
て
の
竹
の
橋
が
確
認
で
き

た
。
近
づ
く
と
車
や
馬
車
、
バ
イ
ク
な
ど

が
通
れ
る
堂
々
と
し
た
橋
で
は
な
い
か
。

し
か
も
数
百
メ
ー
ト
ル（
そ
れ
で
も
長
い
）

ぐ
ら
い
と
想
像
し
て
い
た
の
に
２
キ
ロ
前

後
は
優
に
あ
る
。
そ
れ
を
毎
年
架
け
直
し

て
い
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ

て
こ
の
橋
は
精
神
的
な
拠
り
ど
こ
ろ
に
な

っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
メ
コ
ン
川

の
ほ
と
り
で
は
、
家
族
連
れ
や
カ
ッ
プ
ル

が
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、夕
涼
み
し
て
い
る
。

手
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ボ
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も
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を
添
え
る
か
の
よ
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に
何
艘
か
川
に
浮
か
ん
で
い
て
、
投
網

作
業
を
し
て
い
た
。

　
ギ
シ
ギ
シ
音
を
た
て
な
が
ら
橋
を
渡
っ

て
い
る
と
、
な
ん
と
、
大
勢
の
人
た
ち
が

壊
れ
た
箇
所
を
修
復
し
て
い
る
で
は
な
い

か
。
竹
を
何
層
に
も
重
ね
て
作
っ
て
い
る

だ
け
な
の
で
、
車
や
馬
車
な
ど
が
通
る
と

傷
み
も
激
し
く
、
常
時
、
修
復
作
業
が
必

要
な
の
だ
。
中
州
に
は
恒
久
的
な
橋
が
架

か
っ
た
た
め
、
竹
の
橋
は
今
年
で
見
納
め

だ
と
い
う
話
も
聞
い
た
。
だ
け
れ
ど
も
観

光
の
目
玉
に
も
な
る
し
、
何
よ
り
地
元
の

人
々
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
存
在
だ

と
実
感
し
、
無
く
な
る
こ
と
な
ど
あ
り
得

な
い
と
思
っ
た
。

　
橋
を
渡
り
切
る
と
、
そ
こ
は
一
大
海
水

浴
場
だ
っ
た
。
ギ
ラ
ギ
ラ
と
照
り
付
け
る

太
陽
の
も
と
、
簡
易
の
小
屋
で
は
若
者
た

ち
が
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
、
寝
転
ん
だ
り

し
て
い
る
。
母
親
に
連
れ
ら
れ
た
子
ど
も

た
ち
も
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ベ
ス
ト
を
着
て

大
は
し
ゃ
ぎ
。
メ
コ
ン
川
の
流
れ
が
、
つ

か
の
間
の
幸
せ
を
紡
ぎ
だ
し
て
い
る
か
の

よ
う
だ
。

　
私
は
メ
コ
ン
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
写
真
を

撮
り
続
け
て
い
る
。
ど
の
国
の
人
た
ち
も

自
然
と
対
峙
し
、
う
ま
く
共
存
す
る
こ
と

で
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
堅

持
し
、
そ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
屈
託
の
な

い
笑
顔
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。
ふ
と
豊
か
な
世
界
と
は
何
な
の

だ
ろ
う
と
、
竹
の
橋
を
渡
り
な
が
ら
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。
コ
ン
ポ
ン
チ
ャ
ム
と
は
そ

ん
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

鎌
澤 

久
也
（
か
ま
ざ
わ
き
ゅ
う
や
）

岩
手
県
生
ま
れ
。日
本
写
真
家
協
会
会
員
、

駒
澤
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
。メ
コ
ン
川
や

長
江
な
ど
、人
と
川
と
の
関
わ
り
を
追
い
続

け
る
。東
日
本
大
震
災
以
後
は
出
身
地
大
船

渡
市
を
中
心
に
復
興
す
る
姿
を
記
録
。『
雲

南
』『
メ
コ
ン
街
道
』な
ど
著
書
多
数
。

た
く
は
つ



Item

カンボジアの家に飾られている結婚式の写真

結婚式の写真
家に飾るものといえば

ロックラック

カンボジア料理といえば
屋台で人気のメニュー

カンボジアの文化を
知ろう！

　毎朝、多くの男性たちでにぎわう屋
台。朝食は自宅で取らず、情報交換を
兼ねて屋台で取るのがカンボジアスタ
イルだ。メニューはおかゆや麺が定番だ
が、今、ひそかに人気を集めているのが
「ロックラック」。カンボジア風の牛肉の
サイコロステーキとも言えるこの料理
は、ひと皿でボリューム満点。スタミナを
付けたい人にはおすすめだ。
　ロックラックは、日本にもある食材で
手軽に作ることができる。サイコロ状に
カットした牛肉を、レモンの酸味がアク
セントのタレと絡め、さっと炒める。レタ

ス、タマネギ、トマト、キュウリと一緒に盛
り付ければ完成だ。ピリッと辛みの効い
た生のタマネギは牛肉との相性抜群。
栄養バランスに気を使っている人にと
ってもうれしい。現地のレストランで提
供されるステーキはかなりの歯応えが
あるが、一口大で食べやすいのも人気
の理由なのだという。この一品さえあれ
ば、食卓がたちまちカンボジアの屋台
に様変わりしそうだ。

【RE C I P E】
●材料（1～2人前）
牛肉の角切り200g／★
塩・うま味調理料各ひと
つまみ／★黒こしょう・
砂糖・レモン汁・水各
少々／ニンニクの絞り
汁１片／ショウガの絞り
汁２分の１片／レタス・
タマネギ・トマト・キュウ
リ各適量

レタスを皿に敷き、タマネギとトマトのスライス、キュウ
リの斜め切りを載せる。
★の材料を混ぜる。水は最後に味を見ながらお好みで
入れる。
フライパンで牛肉の角切りを炒め、ニンニクとショウガの
絞り汁を入れて香りを出す。
牛肉に火が通ったら❷を回し入れよく絡ませる。好みで
しょうゆかナンプラーを少々加える。
炒めた牛肉を❶の皿に盛ったら出来上がり。好みでレモ
ン・ライムを絞って食べる。

❶

❷

❸

❹

❺

　カンボジアの大きな家にお呼ばれすると、“あるもの”が飾られ
ている光景をよく目にする。それは、新郎新婦の晴れ姿を収めた
結婚式の写真。といってもただの写真ではない。畳半畳ほどの
大きさはあるだろうか。大きければ大きいほど経済的に豊かであ
り、お金持ちの象徴とされているのだ。
　そもそも、結婚式自体がとにかく派手なカンボジア。時には３日
間続くこともある。朝に新郎家族と親戚一同が実家を出発して、
新婦の家まで長い列を成して歩く。その後は延々と儀式が続き、
日が暮れてきたらいよいよ宴会がスタート。楽団の演奏に合わ
せ、みんなで輪になって踊り続ける。招待客は総勢300人近い
こともあり、時には一度会っただけというような人まで招かれる。
新婦のお色直しも、最低10回は行われるというから驚きだ。
　どの家庭も持てる
限りの財産を結婚式
に投入し、時には新郎
が借金をすることもあ
るという。これも、「今を
幸せに生きる」をモット
ーとするカンボジアな
らではの風習なのかも
しれない。

結婚式は新婦の実家が会場となることが多い。都市部
では道路を封鎖して宴会場を設置することも

しっかりと朝食を取る習慣がある
カンボジアでは、朝からさまざまな
屋台がオープンする
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新 着 情 報

会期：９月19日（土）、20日（日）10時～20時（20日は19時まで）
会場：代々木公園ケヤキ並木（東京都渋谷区）
問：B.M.I. Co.,Ltd 斉藤 090-5563-9930

開催日：９月21日（月）11時～21時（10時半開場）
会場：JICA横浜体育館、かもめ、いちょう、やまゆり（神奈川県横浜市）
参加費：無料 ※アワードセレモニーは、一般1,000円 学生500円（募集人数300人程度）
問：一般社団法人国際平和映像祭（Email: support@ufpff.com）
URL：www.ufpff.com

『第3回東京アジアカルチャーフェスティバル
2015』
都内最大級のアジアカルチャーフェス
ティバルであるこのイベントには、インド
やバングラデシュなどアジア各国からの
料理や雑貨を販売するブースが多数出
店されるほか、フリーマーケットも同時開
催。また、タイのアーティストによるコン
サートやサルサ公演などのステージもあ
り、子どもから大人まで楽しめること間違
いなしだ。アジアの人、物、食、文化など
が一度に集まるこの機会にぜひ足を運
んで、国際交流を満喫しよう。

E  VENT

M  OVIE

B  OOK

『パレスチナ 戦火の中の子どもたち』
世界に衝撃が走った昨年夏のイスラエル軍のガザ侵攻。筆者
は、2009年から子どもたちにスポットを当てながら、ガザ攻撃
の被害の現状を追ってきた。子どもたちは戦火の中で何を見た
のか、そして悲惨な現状を目の当
たりにした後の日 を々どう生きてい
るのか。悲劇が繰り返される土
地、パレスチナに20年以上通う
ジャーナリストが、多くの写真とと
もに、現地の声を伝える一冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

古居みずえ 著
岩波書店
562円（税込）

○c 国際平和映像祭

『国際平和映像祭（UFPFF）2015』
９月21日は、国連が定めるピースデー。この日、横浜市で開催さ
れる「国際平和映像祭（UFPFF）2015」では、本映像祭出品全
作品が上映されるほか、NGOなどのブース出店や音楽ライブなど
もあり、さまざまな角度から平和について考えることができる。今年
度のイベントは「日韓国交正常化50周年」記念事業として認定
され、韓国から約30人の大学生が来日し、「アジア国際青少年
映画祭」との連携の下、作品上映やトークショーも行われる。

『グローバルフェスタJAPAN2015』
今年で25回目を迎える国内最大級の
国際協力イベント。国際機関や政府機
関、NGO、民間企業などが集結し、ブー
スやワークショップ、各国の料理などを
通じて、開発途上国の現状や国際協力
の取り組みに触れることができる。青年
海外協力隊50周年、ミレニアム開発目
標（MDGs）達成年という節目となる今
年は、会場をお台場に移しての開催とな
る。メインステージでは、ロックバンドのア
ンダーグラフや、サルサバンドのオルケ
スタ・デ・ラ・ルスによるスペシャルライブ
や、著名人のトークショーなどが予定さ
れている。盛りだくさんの２日間、国際協
力の世界をのぞいてみよう。

E  VENT

会期：10月３日（土）、４日（日）
会場：お台場センタープロムナード
　　 （シンボルプロムナード公園内）
問：グローバルフェスタJAPAN2015実行委員会事務局
TEL：03-3583-0213
URL：www.gfjapan2015.jp
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次号予告（2015年10月1日発行予定）

グローバル人材
さまざまな分野で強みを持つ人たちが国際協力に参画している昨今。
こうした中、海外での経験を国内での仕事や活動に生かそうとする人たちが
増えています。日本を動かす、身近な「グローバル人材」の力を紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① ネパールのコーヒーとスパイス
② 書籍『パレスチナ 戦火の中の子どもたち』
　  （p37参照）
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「
外
務
省
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
！
」

　

Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
中
小
企
業
の
海
外
展
開
支
援
事
業
に
携
わ

っ
て
い
た
こ
ろ
、
海
外
展
開
を
計
画
し
て
い
た
企
業
の
社
長
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
で
す
。
こ
の
企
業
は
、
支
援
制
度
を
活
用

し
て
、
ア
ジ
ア
の
国
々
で
自
社
製
品
を
紹
介
・
実
証
し
、
今
や
、

ベ
ト
ナ
ム
や
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
国
々
で

取
引
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
企
業
が
開
発
し
た
の
は
、
ひ
び
割
れ
計
測
シ
ス
テ
ム
で
す
。

橋
や
ダ
ム
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
ひ
び
割
れ
を
測
る
際
、
従

来
は
直
接
専
用
の
定
規
を
当
て
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
れ
ば
、
対
象
物
か
ら
離
れ
た
場
所
で
も
測

定
で
き
、
結
果
も
デ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
。
正
確
性
や
安
全
性
の
向

上
に
加
え
、
計
画
的
な
補
修
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
構
造
物
の
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た
技
術
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

事
業
展
開
の
方
向
性
と
し
て
掲
げ
る
「
質
の
高
い
成
長
」
を
促
進

す
る
う
え
で
、ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
や
安
全
性
と
い
っ
た
「
イ

ン
フ
ラ
の
質
」
を
重
視
す
る
視
点
と
ま
さ
に
一
致
し
ま
す
。

　

数
年
前
、
日
本
で
も
死
傷
者
を
出
し
た
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
を

契
機
に
、
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
の
適
切
な
維
持
管
理
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
の
経
験

を
イ
ン
フ
ラ
需
要
が
増
大
す
る
途
上
国
と
共
有
す
る
こ
と
は
、
非

常
に
大
切
で
す
。
中
小
企
業
は
、
大
企
業
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
ま
す
。
地
方
に
本
社
や

工
場
を
構
え
て
い
る
企
業
も
多
く
、
海
外
展
開
を
通
じ
て
、
地
方

経
済
の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
が
誇
る
技
術
が
途
上
国
で
大
い
に
活
用
さ
れ
、
人
々
の
暮

ら
し
の
向
上
に
役
立
つ
。
そ
ん
な
国
際
協
力
が
ま
す
ま
す
活
発
に

な
れ
ば
、日
本
も
も
っ
と
元
気
に
な
る
と
思
い
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
、

そ
の
一
翼
を
担
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
広
報
室　

参
事
役　

江
種
利
文

［ムンディ］
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Vol.83  ネパール

互いに手を取り、立ち上がろう

©Yuki Asada

大地震からの復興を目指すシリンゲ村のコーヒー生産
者たち

M
O
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Nepal

SEPTEMBER

2015. NO.83

　世界最高峰エベレストに象徴される山
岳の国ネパール。21世紀に入って王制が
廃止され、新たな憲法の制定など大きな
過渡期を迎えるこの国では、山地でほそ
ぼそと農業を営む村も少なくない。
　ネパリ・バザーロは24年にわたり、小さ
な村の農業や、女性の手工業による自立
を支援してきた。「今、有機認証コーヒー
やスパイスの栽培支援をしているシリン
ゲ村は、2年前に新しい道路が開通する
までは直近の道路から徒歩で片道8時間
かかり、貧しさのせいで周辺住民にも差
別されていました。今では私たちの奨学
金で農業を学んだ若い世代が立ち上が
り、変わろうとしています」とネパリ・バザ
ーロ取締役の高橋百合香さんは言う。
　シリンゲ村のあるトラドゥルン地区で

は、4月の大地震で336軒中326軒の家が
崩壊した。今は仮の小屋を作るなどして
雨風をしのぎ、村の復興を目指している。
　「とはいえ、彼らは農業で収入を得る
ことができます。村を捨てて避難キャン
プに逃げてきている人たちは、生計を立
て直すこともままならない状況です」と、
現地に直接、支援を届けている丑久保完
二副代表は言う。「24年間の交流が育ん
だネットワークを生かして、草の根から復
興に協力したいと思います」。
　東日本大震災の支援にも取り組んでい
るネパリ・バザーロ。東北の被災地から
も、ネパールには多くの支援が寄せられ
ているという。二つの被災地が手を取り
合えば、より良い復興を目指せるに違い
ない。

★商品は「ネパリ・バザーロ」オンラインショップ（http://
verda.bz）でも購入可能。同ショップではネパール
大地震の支援募金も受け付けている。

★ネパールのコーヒーとスパイスをそれぞれ５人に
　  プレゼント！→詳細は38ページへ

カトマンズ
ネパール

うし   く    ぼ  かん

じ
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　私が日本と出会ったのは大学１年生の
時です。カリフォルニア大学で履修した
日本美術史の授業に感銘を受け、日本
人の教授にどうすればより深く学べるか
相談に行きました。すると、「美術作品の
裏にある文化的背景を理解するために
も、まずは言葉を」と勧められ、日本語
を勉強するようになりました。
　私が感じる日本の魅力の一つは、森や
里山の美しさです。日本の森は木々の多
様性に満ちています。故郷のニューヨー
クに比べ、東京は緑が豊かです。
　そんな美しい自然環境を持つ日本で、
2011年、「東日本大震災」が発生しまし
た。宮城県の鳴子温泉地区に住む友人
から、「以前は、漁期が終われば温泉で
保養し、地元の生活を楽しんでいた住民
が震災以降、避難所の部屋にこもりがち
になった」と聞き、「何かしたい」と思う
ようになりました。そこで始めたのが、
「読書俱楽部」の活動です。これは本を
読んだり、読書を通して感じたことを仲
間と共有したりすることを目的とする活
動で、私も地域を回りながら短編小説の

朗読やディスカッションなどを行いまし
た。住民の方々は、感情移入できる本に
触れ、回を重ねながら仲間と気持ちを共
有する中で、次第に打ち解けていきまし
た。この活動が実現したのは、本を提供
してくれた東京の出版社や広報を後押し
してくれたデザイン会社、また、活動場所
を提供してくれた宮城県の地元の方々な
ど、多くの人々の協力のおかげです。
　これがきっかけとなり、2012年からは
細川護熙元首相（写真右）が理事長を
務める「公益財団法人 瓦礫を活かす森
の長城プロジェクト」の活動に取り組ん
でいます。このプロジェクトは、東日本大
震災で発生した木質の瓦礫を青森県か
ら福島県の沿岸約300キロメートルに埋
めて土を盛り、そこに地元で採取したド
ングリから育てた苗木を植えて防潮林を
作ろうというものです。毎年、秋にボラン
ティアを募ってドングリの採集を行うの
ですが、私はこのイベントをとても楽し
みにしています。今では、ドングリの種類
にも詳しくなりました。
　これまでの3年間で、延べ2万6,000人

の人々の手により、総計22万本の苗木が
植樹されました。全国から集まるボラン
ティアのほとんどがリピーターです。彼ら
は、イベントやソーシャルネットワークを
通じてゆるやかにコミュニティを形成
し、各々が情報を拡散しながらプロジェ
クトを盛り上げてくれています。そして、
それぞれが「プロジェクトを見届ける」、
そんな気持ちで参加してくれているよう
です。
　「公」を尊重しながら、「個」がそれぞ
れの役割を全うする――。そんな、ゆる
やかな連携のあり方は、江戸時代の文学
や美術世界の交流にも見られたもので
す。このような日本の強みをこれからも
継承し、ぜひさまざまな場面で生かして
いってほしいと思います。

私の ゆるやかにつながる国、日本

日本文学研究者・東京大学大学院教授   ロバート キャンベル

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
ニューヨーク生まれ。専門は近世・近代日本文学。東
京大学大学院で教壇に立つ一方、テレビで司会者
やコメンテーターなども務める。その他、新聞雑誌連
載、書評、ラジオ番組出演など、さまざまなメディアで
活躍中。2007年から現職。

Robert Campbell

がれき

もりひろ
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